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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　ビットストリームから、アクセス単位内の復号順序において最初のビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号することと、ここにお
いて、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビデオデ
ータを含む、
　前記ビットストリームから、前記アクセス単位内の復号順序において第２のＶＣＬ　Ｎ
ＡＬ単位を復号することと、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビット
ストリームから、前記アクセス単位内の特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセー
ジを復号することと、ここにおいて、ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの処理に関
連する情報を含む、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号した後であり且つ前記
ビットストリームから前記第２のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビットストリ
ームから、前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージのコピーを復
号することと、ここにおいて、前記ビットストリームにおける前記特定のタイプの前記Ｓ
ＥＩメッセージの前記コピーの内容は、前記特定のタイプの前記復号されたＳＥＩメッセ
ージの内容と同一になるように制限される、
　を備える方法。
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【請求項２】
　前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージを判定することと、
　前記アクセス単位の時間識別値を判定することと、
　前記ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、前記アクセス単位の前記時間識
別値と前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージとに基づいて判定することと
　をさらに備え、前記ＳＥＩメッセージを復号することは、前記ＳＥＩメッセージの前記
存在が許容されるかどうかの前記判定に基づいて前記ＳＥＩメッセージを復号すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージは、
　バッファリング期間ＳＥＩメッセージ、
　ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ、
　パンスキャン長方形ＳＥＩメッセージ、
　フィラペイロードＳＥＩメッセージ、
　登録済みユーザデータＳＥＩメッセージ、
　未登録ユーザデータＳＥＩメッセージ、
　回復点ＳＥＩメッセージ、
　シーン情報ＳＥＩメッセージ、
　フルフレームスナップショットＳＥＩメッセージ、
　プログレッシブリファインメントセグメント開始ＳＥＩメッセージ、
　プログレッシブリファインメントセグメント終了ＳＥＩメッセージ、
　フィルム粒子特性ＳＥＩメッセージ、
　デブロッキングフィルタ表示プリファレンスＳＥＩメッセージ、
　ポストフィルタヒントＳＥＩメッセージ、
　トーンマッピング情報ＳＥＩメッセージ、
　フレームパッキング配置ＳＥＩメッセージ、
　表示方位ＳＥＩメッセージ、
　ピクチャの構造記述ＳＥＩメッセージ、
　フィールド表示ＳＥＩメッセージ、
　復号されたピクチャハッシュＳＥＩメッセージ、
　アクティブパラメータセットＳＥＩメッセージ、または、
　サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージ
　のうちの１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＥＩメッセージを復号することは、マルチセッション伝送のために前記アクセス
単位内の前記ＳＥＩメッセージを復号することを備え、前記ＳＥＩメッセージの前記コピ
ーを復号することは、前記マルチセッション伝送のために前記アクセス単位内の前記ＳＥ
Ｉメッセージの前記コピーを復号することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ビデオデータを復号するデバイスであって、
　前記ビデオデータを格納するように構成されたメモリユニットと、
　　ビットストリームから、アクセス単位内の復号順序において最初のビデオコーディン
グレイヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号し、ここにおいて、
前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビデオデータを
含む、
　　前記ビットストリームから、前記アクセス単位内の復号順序において第２のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位を復号し、
　　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビッ
トストリームから、前記アクセス単位内の特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセ
ージを復号し、ここにおいて、ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの処理に関連する
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情報を含む、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号した後であり且つ前記
ビットストリームから前記第２のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビットストリ
ームから、前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージのコピーを復
号する、ここにおいて、前記ビットストリームにおける前記特定のタイプの前記ＳＥＩメ
ッセージの前記コピーの内容は、前記特定のタイプの前記復号されたＳＥＩメッセージの
内容と同一になるように制限される、
　ように構成されたビデオ復号器と
　を備える、デバイス。
【請求項６】
　前記ビデオ復号器は、
　前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージを判定し、
　前記アクセス単位の時間識別値を判定し、
　前記ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、前記アクセス単位の前記時間識
別値と前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージとに基づいて判定する
　ように構成され、前記ビデオ復号器は、前記ＳＥＩメッセージの前記存在が許容される
かどうかの前記判定に基づいて前記ＳＥＩメッセージを復号するように構成される
　請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記特定のタイプのＳＥＩメッセージは、
　バッファリング期間ＳＥＩメッセージ、
　ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ、
　パンスキャン長方形ＳＥＩメッセージ、
　フィラペイロードＳＥＩメッセージ、
　登録済みユーザデータＳＥＩメッセージ、
　未登録ユーザデータＳＥＩメッセージ、
　回復点ＳＥＩメッセージ、
　シーン情報ＳＥＩメッセージ、
　フルフレームスナップショットＳＥＩメッセージ、
　プログレッシブリファインメントセグメント開始ＳＥＩメッセージ、
　プログレッシブリファインメントセグメント終了ＳＥＩメッセージ、
　フィルム粒子特性ＳＥＩメッセージ、
　デブロッキングフィルタ表示プリファレンスＳＥＩメッセージ、
　ポストフィルタヒントＳＥＩメッセージ、
　トーンマッピング情報ＳＥＩメッセージ、
　フレームパッキング配置ＳＥＩメッセージ、
　表示方位ＳＥＩメッセージ、
　ピクチャの構造記述ＳＥＩメッセージ、
　フィールド表示ＳＥＩメッセージ、
　復号されたピクチャハッシュＳＥＩメッセージ、
　アクティブパラメータセットＳＥＩメッセージ、または、
　サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージ
　のうちの１つを備える、請求項５に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記ビデオ復号器は、マルチセッション伝送のために前記アクセス単位内の前記ＳＥＩ
メッセージを復号するように構成され、前記ビデオ復号器は、前記マルチセッション伝送
のために前記アクセス単位内の前記ＳＥＩメッセージの前記コピーを復号するように構成
される、請求項５に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記デバイスは、
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　マイクロプロセッサ、集積回路、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、デスクトップコンピュータ、ラップトップコン
ピュータ、タブレットコンピュータ、ワイヤレス通信デバイス、フォン、テレビジョン、
カメラ、ディスプレイデバイス、ディジタルメディアプレイヤ、ビデオゲーム機、ビデオ
ゲーミングデバイス、または、ビデオストリーミングデバイス、
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項５に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのピクチャを表示するように構成されたディスプレイをさらに備え
る、請求項５に記載のデバイス。
【請求項１１】
　受信器をさらに備え、ここにおいて、前記受信器は、有線通信またはワイヤレス通信を
介して、前記ビデオデータを受信するように構成される、請求項５に記載のデバイス。
【請求項１２】
　ビデオデータを復号するデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行された時
に、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ビットストリームから、アクセス単位内の復号順序において最初のビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号することと、ここにお
いて、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビデオデ
ータを含む、
　前記ビットストリームから、前記アクセス単位内の復号順序において第２のＶＣＬ　Ｎ
ＡＬ単位を復号することと、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビット
ストリームから、前記アクセス単位内の特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセー
ジを復号することと、ここにおいて、ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの処理に関
連する情報を含む、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号した後であり且つ前記
ビットストリームから前記第２のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビットストリ
ームから、前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージのコピーを復
号することと、ここにおいて、前記ビットストリームにおける前記特定のタイプの前記Ｓ
ＥＩメッセージの前記コピーの内容は、前記特定のタイプの前記復号されたＳＥＩメッセ
ージの内容と同一になるように制限される、
　を行わせる、その上に格納されたコンピュータ実行可能命令を有する非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサに、
　前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージを判定させ、
　前記アクセス単位の時間識別値を判定させ、
　前記ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、前記アクセス単位の前記時間識
別値と前記ＳＥＩメッセージの前記タイプとに基づいて判定させる
　命令をさらに備え、前記１つまたは複数のプロセッサに前記ＳＥＩメッセージを復号さ
せる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記ＳＥＩメッセージの前記存在
が許容されるかどうかの前記判定に基づいて前記ＳＥＩメッセージを復号させる命令を備
える
　請求項１２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記特定のタイプのＳＥＩメッセージは、
　バッファリング期間ＳＥＩメッセージ、
　ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ、
　パンスキャン長方形ＳＥＩメッセージ、
　フィラペイロードＳＥＩメッセージ、
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　登録済みユーザデータＳＥＩメッセージ、
　未登録ユーザデータＳＥＩメッセージ、
　回復点ＳＥＩメッセージ、
　シーン情報ＳＥＩメッセージ、
　フルフレームスナップショットＳＥＩメッセージ、
　プログレッシブリファインメントセグメント開始ＳＥＩメッセージ、
　プログレッシブリファインメントセグメント終了ＳＥＩメッセージ、
　フィルム粒子特性ＳＥＩメッセージ、
　デブロッキングフィルタ表示プリファレンスＳＥＩメッセージ、
　ポストフィルタヒントＳＥＩメッセージ、
　トーンマッピング情報ＳＥＩメッセージ、
　フレームパッキング配置ＳＥＩメッセージ、
　表示方位ＳＥＩメッセージ、
　ピクチャの構造記述ＳＥＩメッセージ、
　フィールド表示ＳＥＩメッセージ、
　復号されたピクチャハッシュＳＥＩメッセージ、
　アクティブパラメータセットＳＥＩメッセージ、または、
　サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージ
　のうちの１つを備える、請求項１２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプロセッサに前記ＳＥＩメッセージを復号させる前記命令は、前
記１つまたは複数のプロセッサに、マルチセッション伝送のために前記アクセス単位内の
前記ＳＥＩメッセージを復号させる命令を備え、前記１つまたは複数のプロセッサに前記
ＳＥＩメッセージの前記コピーを復号させる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッ
サに、前記マルチセッション伝送のために前記アクセス単位内の前記ＳＥＩメッセージの
前記コピーを復号させる命令を備える、請求項１２に記載の非一時的コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項１６】
　ビデオデータを復号するデバイスであって、
　ビットストリームから、アクセス単位内の復号順序において最初のビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号するための手段と、こ
こにおいて、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビ
デオデータを含む、
　前記ビットストリームから、前記アクセス単位内の復号順序において第２のＶＣＬ　Ｎ
ＡＬ単位を復号するための手段と、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビット
ストリームから、前記アクセス単位内の特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセー
ジを復号するための手段と、ここにおいて、ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの処
理に関連する情報を含む、
　前記ビットストリームから前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号した後であり且つ前記
ビットストリームから前記第２のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、前記ビットストリ
ームから、前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージのコピーを復
号するための手段と、ここにおいて、前記ビットストリームにおける前記特定のタイプの
前記ＳＥＩメッセージの前記コピーの内容は、前記特定のタイプの前記復号されたＳＥＩ
メッセージの内容と同一になるように制限される、
　を備えるデバイス。
【請求項１７】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　アクセス単位内で、特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージを符号化するこ
とと、ここにおいて、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するため
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の前記ビデオデータを含み、ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの処理に関連する情
報を含む、
　前記アクセス単位内の復号順序において最初のビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）ネ
ットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位の前に前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージ
を含めることと、
　前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージの複数のインスタンス
の内容に関する制限に基づいて、前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメ
ッセージのコピーを符号化することと、前記制限は、前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッ
セージの前記符号化されたコピーの内容が、前記特定のタイプの前記符号化されたＳＥＩ
メッセージの内容と同一になることである、
　前記アクセス単位内の復号順序において前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後であり且つ
復号順序において第２のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に、前記ＳＥＩメッセージの前記コピー
を含めることと、
　を備える方法。
【請求項１８】
　ビデオデータを符号化するデバイスであって、
　前記ビデオデータを格納するように構成されたメモリユニットと、
　　アクセス単位内で、特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージを符号化し、
ここにおいて、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記
ビデオデータを含み、ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの処理に関連する情報を含
む、
　　前記アクセス単位内の復号順序において最初のビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）
ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位の前に前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセー
ジを含め、
　　前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージの複数のインスタン
スの内容に関する制限に基づいて、前記アクセス単位内の前記特定のタイプの前記ＳＥＩ
メッセージのコピーを符号化し、前記制限は、前記特定のタイプの前記ＳＥＩメッセージ
の前記符号化されたコピーの内容が、前記特定のタイプの前記符号化されたＳＥＩメッセ
ージの内容と同一になることである、
　　前記アクセス単位内の復号順序において前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後であり且
つ復号順序において第２のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に、前記ＳＥＩメッセージの前記コピ
ーを含める、
　ように構成されたビデオ符号器と
　を備えるデバイス。
【請求項１９】
　前記デバイスは、
　マイクロプロセッサ、集積回路、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、デスクトップコンピュータ、ラップトップコン
ピュータ、タブレットコンピュータ、ワイヤレス通信デバイス、フォン、テレビジョン、
カメラ、ディスプレイデバイス、ディジタルメディアプレイヤ、ビデオゲーム機、ビデオ
ゲーミングデバイス、または、ビデオストリーミングデバイス、
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのピクチャを取り込むように構成されたカメラをさらに備える、請
求項１８に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本願は、その内容全体が参照によって本明細書に組み込まれている、２０１２年
９月２８日に出願した米国特許仮出願第６１／７０７，７５９号の利益を主張するもので
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ある。
【０００２】
　[0002]本開示は、全般的にはビデオデータの処理に関し、より具体的には、１つまたは
複数のビデオコーディング標準規格に適用可能な技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ディジタルビデオ能力を、ディジタルテレビジョン、ディジタル直接放送システ
ム、ワイヤレス放送システム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップまたはデスクトッ
プコンピュータ、タブレットコンピュータ、ｅブックリーダー、ディジタルカメラ、ディ
ジタル録音デバイス、ディジタルメディアプレイヤ、ビデオゲーミングデバイス、ビデオ
ゲーム機、セルラー電話機または衛星無線電話機、いわゆる「スマートフォン」、ビデオ
会議デバイス、ビデオストリーミングデバイス、トランスコーダ、ルータまたは他のネッ
トワークデバイス、および類似物を含む広範囲のデバイスに組み込むことができる。ディ
ジタルビデオデバイスは、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４、Ｐａｒｔ　１０、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅｏ　
Ｃｏｄｉｎｇ（ＡＶＣ）、現在開発中のＨｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　
Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）標準規格、プロプライエタリ規格、ＶＰ８などのオープンビデ
オ圧縮フォーマット、およびそのような標準規格、技法、またはフォーマットの拡張によ
って定義される標準規格に記載されたものなどのビデオ圧縮技術を実施する。ビデオデバ
イスは、そのようなビデオ圧縮技法を実施することによって、ディジタルビデオ情報をよ
り効率的に送信し、受信し、符号化し、復号し、かつ／または格納することができる。
【０００４】
　[0004]ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を減らすか除去するために
空間（イントラピクチャ）予測および／または時間（インターピクチャ）予測を実行する
。ブロックベースのビデオコーディングについて、ビデオスライス（すなわち、ビデオフ
レームまたはビデオフレームの一部）が、ビデオブロックに区分され得、このビデオブロ
ックは、ツリーブロック、コーディング単位（ＣＵ：coding unit）、および／またはコ
ーディングノードと呼ばれる場合もある。ピクチャのイントラコーディング（Ｉ）される
スライス内のビデオブロックは、同一ピクチャ内の隣接するブロック内の基準サンプルに
関する空間予測を使用して符号化される。ピクチャのインターコーディングされる（Ｐま
たはＢ）スライス内のビデオブロックは、同一ピクチャ内の隣接するブロック内の基準サ
ンプルに関する空間予測または他の基準ピクチャ内の基準サンプルに関する時間予測を使
用することができる。ピクチャを、フレームと称する場合があり、基準ピクチャを、基準
フレームと称する場合がある。
【０００５】
　[0005]空間予測または時間予測は、コーディングされるブロックの予測ブロックをもた
らす。残差データは、コーディングされるオリジナルブロックと予測ブロックとの間の画
素差を表す。インターコーディングされたブロックは、予測ブロックを形成する基準サン
プルのブロックをポイントする動きベクトルと、コーディングされたブロックと予測ブロ
ックとの間の差を示す残差データとに従って符号化される。イントラコーディングされた
ブロックは、イントラコーディングモードと残差データとに従って符号化される。さらな
る圧縮のために、残差データは、画素領域から変換領域に変換され、残差変換係数をもた
らし得、この残差変換係数は、その後に量子化され得る。当初は２次元配列に配置される
量子化変換係数は、変換係数の１次元ベクトルを作るためにスキャンされ得、エントロピ
コーディングが、さらなる圧縮を達成するために適用され得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]全体的に、本開示は、アクセス単位内で復号単位を処理する技法を説明するもの
である。アクセス単位は、同一の時間瞬間内の１つまたは複数のピクチャのビデオデータ
を指す。たとえば、アクセス単位の復号は、１つまたは複数の復号されたピクチャをもた
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らし、ここで、復号されたピクチャのすべてが、同一の時間瞬間に関する。
【０００７】
　[0007]アクセス単位は、１つまたは複数の復号単位を含む。より詳細に説明されるよう
に、いくつかの例では、本開示で説明される技法は、アクセス単位内の復号単位のそれぞ
れを一意に識別する。いくつかの例では、この技法は、メッセージの１つまたは複数のコ
ピーをアクセス単位内に埋め込むことを可能にする。
【０００８】
　[0008]一例では、本開示は、ビデオデータを復号する方法を説明する。この方法は、ア
クセス単位内の各復号単位の一意識別子を復号することを備える。この例では、ある復号
単位の識別子は、アクセス単位内のすべての他の復号単位の識別子と異なる。この方法は
、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子に基づいて、どのネットワークアクセスレイ
ヤ（ＮＡＬ）単位がどの復号単位に関連するのかを判定することと、少なくとも１つのピ
クチャを再構成するために、判定に基づいて、アクセス単位内の復号単位のそれぞれのＮ
ＡＬ単位を復号することとをも含む。
【０００９】
　[0009]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータを符号化する方法を説明する。この
方法は、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子を判定することを備える。この例では
、ある復号単位の識別子は、アクセス単位内のすべての他の復号単位の識別子と異なる。
この方法は、どのネットワークアクセスレイヤ（ＮＡＬ）単位がアクセス単位のどの復号
単位に関連するのかを判定することと、どのＮＡＬ単位がアクセス単位のどの復号単位に
関連するのかを示すために、対応する復号単位内の各一意識別子を出力のために生成する
こととをも含む。
【００１０】
　[0010]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータを復号するデバイスを説明する。こ
のデバイスは、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子を復号するように構成されたビ
デオ復号器を備える。この例では、ある復号単位の識別子は、アクセス単位内のすべての
他の復号単位の識別子と異なる。ビデオ復号器は、アクセス単位内の各復号単位の一意識
別子に基づいて、どのネットワークアクセスレイヤ（ＮＡＬ）単位がどの復号単位に関連
するのかを判定し、少なくとも１つのピクチャを再構成するために、判定に基づいて、ア
クセス単位内の復号単位のそれぞれのＮＡＬ単位を復号するように構成される。
【００１１】
　[0011]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータを符号化するデバイスを説明する。
このデバイスは、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子を判定するように構成された
ビデオ符号器を備える。この例では、ある復号単位の識別子は、アクセス単位内のすべて
の他の復号単位の識別子と異なる。ビデオ符号器は、どのネットワークアクセスレイヤ（
ＮＡＬ）単位がアクセス単位のどの復号単位に関連するのかを判定し、どのＮＡＬ単位が
アクセス単位のどの復号単位に関連するのかを示すために、対応する復号単位内の各一意
識別子を出力のために生成するように構成される。
【００１２】
　[0012]もう１つの例では、本開示は、実行された時に、ビデオデータを復号するデバイ
スの１つまたは複数のプロセッサに、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子を復号さ
せ、ある復号単位の識別子は、アクセス単位内のすべての他の復号単位の識別子と異なり
、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子に基づいて、どのネットワークアクセスレイ
ヤ（ＮＡＬ）単位がどの復号単位に関連するのかを判定させ、少なくとも１つのピクチャ
を再構成するために、判定に基づいて、アクセス単位内の復号単位のそれぞれのＮＡＬ単
位を復号させる、その上に格納された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を説明する
。
【００１３】
　[0013]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータを復号するデバイスであって、アク
セス単位内の各復号単位の一意識別子を復号するための手段であって、ある復号単位の識
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別子は、アクセス単位内のすべての他の復号単位の識別子と異なる、復号するための手段
と、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子に基づいて、どのネットワークアクセスレ
イヤ（ＮＡＬ）単位がどの復号単位に関連するのかを判定するための手段と、少なくとも
１つのピクチャを再構成するために、判定に基づいて、アクセス単位内の復号単位のそれ
ぞれのＮＡＬ単位を復号するための手段とを備えるデバイスを説明する。
【００１４】
　[0014]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータをコーディングする方法であって、
アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングすることを備える方
法を説明する。この例では、アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するた
めのビデオデータを含み、ＳＥＩメッセージは、ビデオデータの特性を定義する。この方
法は、アクセス単位内でＳＥＩメッセージのコピーをコーディングすることをも含む。
【００１５】
　[0015]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータをコーディングするデバイスであっ
て、デバイスは、アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングす
るように構成されたビデオコーダを備えるデバイスを説明する。この例では、アクセス単
位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するためのビデオデータを含み、ＳＥＩメッセ
ージは、ビデオデータの特性を定義する。ビデオコーダは、アクセス単位内でＳＥＩメッ
セージのコピーをコーディングするようにも構成される。
【００１６】
　[0016]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータをコーディングするデバイスの１つ
または複数のプロセッサによって実行された時に、１つまたは複数のプロセッサに、アク
セス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングさせる、その上に格納さ
れた命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を説明する。この例では、アクセス単位は、
少なくとも１つのピクチャを再構成するためのビデオデータを含み、ＳＥＩメッセージは
、ビデオデータの特性を定義する。命令は、１つまたは複数のプロセッサに、アクセス単
位内でＳＥＩメッセージのコピーをコーディングもさせる。
【００１７】
　[0017]もう１つの例では、本開示は、ビデオデータをコーディングするデバイスであっ
て、デバイスは、アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングす
るための手段を備える、デバイスを説明する。この例では、アクセス単位は、少なくとも
１つのピクチャを再構成するためのビデオデータを含み、ＳＥＩメッセージは、ビデオデ
ータの特性を定義する。このデバイスは、アクセス単位内でＳＥＩメッセージのコピーを
コーディングするための手段をも含む。
【００１８】
　[0018]１つまたは複数の例の詳細は、添付図面と下の説明とに示されている。他の特徴
と、目的と、利益とは、この説明と図面と特許請求の範囲とから明白になる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]本開示で説明される技法を利用することができる例のビデオ符号化および
復号システムを示すブロック図。
【図２Ａ】[0020]本開示で説明される技法による、復号単位識別子を含むアクセス単位の
例を示す概念図。
【図２Ｂ】本開示で説明される技法による、復号単位識別子を含むアクセス単位の例を示
す概念図。
【図３】[0021]本開示で説明される技法を実施することができる例のビデオ符号器を示す
ブロック図。
【図４】[0022]本開示で説明される技法を実施することができる例のビデオ復号器を示す
ブロック図。
【図５】[0023]本開示で説明される１つまたは複数の例による、ビデオデータの符号化の
例を示す流れ図。
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【図６】[0024]本開示で説明される１つまたは複数の例による、ビデオデータの復号の例
を示す流れ図。
【図７】[0025]本開示で説明される１つまたは複数の例による、ビデオデータのコーディ
ングの例を示す流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0026]本開示は、ビデオコーディングでの誤り耐性のある復号単位シグナリングおよび
関連付けのさまざまな方法を説明する。マルチビューコーディングまたはスケーラブルビ
デオコーディングでは、複数のピクチャまたはレイヤが、所与の時間瞬間についてコーデ
ィングされ得る。同一の時間瞬間のピクチャが、単一のアクセス単位（ＡＵ）内でコーデ
ィングされる。たとえば、アクセス単位の復号は、マルチビューコーディングが使用され
ない時に１つのピクチャまたはマルチビューコーディングに関して同一の時間瞬間の複数
のピクチャをもたらす。
【００２１】
　[0027]復号単位（ＤＵ）は、一般に、アクセス単位のサブセットまたはアクセス単位の
全体を指す。たとえば、サブピクチャレベルでの動作が許容される場合に、復号単位は、
アクセス単位のサブセットであり、アクセス単位は、複数の復号単位を含む。アクセス単
位は、１つまたは複数のピクチャのビデオデータを含むので、復号単位レベルでの動作は
、サブピクチャレベルでの動作と考えられ得る。サブピクチャレベルでの動作が許容され
ない場合には、復号単位は、アクセス単位の全体である。
【００２２】
　[0028]復号単位は、１つまたは複数のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ：network ab
straction layer）単位を含む。たとえば、復号単位は、１つまたは複数のビデオコーデ
ィングレイヤ（ＶＣＬ）ＮＡＬ単位と関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位とを含む。ＮＡＬ単
位の一例は、ピクチャのスライスである（すなわち、ＮＡＬ単位にカプセル化されたデー
タは、ピクチャのスライスを復号するのに必要なビデオデータを含む）。ＮＡＬ単位のも
う１つの例は、パラメータセットである。たとえば、ＮＡＬ単位は、ピクチャパラメータ
セットと、シーケンスパラメータセットと、パラメータセットの他の例とのビデオデータ
を含むことができる。もう１つの例として、ＮＡＬ単位は、バッファ（たとえば、コーデ
ィングされたピクチャバッファ）からの復号単位の処理時間と除去時間とを判定するため
に使用される付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージなどの追加情報を含むことができる。
【００２３】
　[0029]本開示で説明されるいくつかの例では、ビデオ符号器は、コーディングされたビ
ットストリーム内で、アクセス単位内の各復号単位の識別子を、出力のために生成し、出
力する（たとえば、シグナリングする）。各識別子（ＤＵ識別子と呼ばれる）は、アクセ
ス単位内で復号単位を一意に識別する。ビデオ復号器は、コーディングされたビットスト
リームから、アクセス単位内の復号単位の識別子を受け取る。ビデオ復号器は、復号単位
識別子に基づいて、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定する。
【００２４】
　[0030]この形で、本開示で説明される技法は、ＮＡＬ単位が正しい復号単位に関連する
ことを保証することができる。たとえば、ビデオ符号器が、各復号単位が含むＮＡＬ単位
の個数を示す情報（たとえば、出力情報）をシグナリングすることが可能である。復号単
位識別子を使用するのではなく、ビデオ復号器は、ビデオ復号器がＮＡＬ単位を受け取っ
た順序と、各復号単位が含むＮＡＬ単位の個数を示すシグナリングされた情報とに基づい
て、復号単位へのＮＡＬ単位の関連付けを判定することができる。
【００２５】
　[0031]しかし、この場合に、ＮＡＬ単位が正しい復号単位に関連することの保証は、誤
り耐性があるものではない。たとえば、ＮＡＬ単位が伝送（たとえば、ビデオ符号器から
ビデオ復号器へ、ビデオ符号器から中間のストレージデバイスへ、または中間のストレー
ジデバイスからビデオ復号器へ）中に失われる場合に、ビデオ復号器が、どのＮＡＬ単位
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がどの復号単位に関連するのかを判定できない可能性がある。
【００２６】
　[0032]ＮＡＬ単位が正しい復号単位に関連することを保証することに関する可能な問題
のもう１つの例として、ビデオ符号器が、２タイプのメッセージの間で復号単位に関連す
るＮＡＬ単位をシグナリングすることが可能である場合がある。たとえば、ビデオ符号器
は、特定のタイプの付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージの第１のインスタンスをシグナリ
ングし、これに第１の復号単位の１つまたは複数のＮＡＬ単位が続き、これに特定のタイ
プのＳＥＩメッセージの第２のインスタンスが続き、これに第２の復号単位の１つまたは
複数のＮＡＬ単位が続き、以下同様とすることができる。ビデオ復号器は、このタイプの
ＳＥＩメッセージの第１のインスタンスの後、このタイプのＳＥＩメッセージの第２のイ
ンスタンスの前に受け取られたすべてのＮＡＬ単位が、第１の復号単位に関連し、このタ
イプのＳＥＩメッセージの第２のインスタンスの後、このタイプのＳＥＩメッセージの第
３のインスタンスの前に受け取られたすべてのＮＡＬ単位が、第２の復号単位に関連し、
以下同様であると判定することができる。
【００２７】
　[0033]このタイプのＳＥＩメッセージは、符号化および復号の正しいタイミングに関係
する追加情報を含むことができる。しかし、このタイプのＳＥＩメッセージの位置は、ど
のＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを示すので、ビデオ復号器が、復号単位内に
このタイプのＳＥＩメッセージの複数のコピーを含めることは、可能ではない可能性があ
る。したがって、これらのＳＥＩメッセージのうちの１つが伝送で失われる場合であって
も、ビデオ復号器は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定できない可能
性があり、失われたＳＥＩメッセージによって担持された追加情報を判定できない可能性
がある。
【００２８】
　[0034]本開示で説明される技法では、ビデオ符号器は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位
に関連するのかを示す情報（たとえば、ＳＥＩメッセージまたはスライスヘッダ内の復号
単位識別子と共に）を、出力のために生成し、出力することができる。この形で、ＮＡＬ
単位が伝送で失われる場合であっても、ビデオ復号器は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位
に関連するのかを判定できる可能性がある。また、ビデオ復号器が、どのＮＡＬ単位がど
の復号単位に関連するのかを判定するのにＳＥＩメッセージの位置に頼る必要がない可能
性があるので、ビデオ符号器は、復号単位内にＳＥＩメッセージの１つまたは複数のコピ
ーを出力のために生成し、出力することができる。そのような技法は、上で説明されたい
くつかの他の技法と比較して、ビデオ復号器がどのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連する
のかを判定する、比較的より誤り耐性のある形を提供することができる。
【００２９】
　[0035]さらに、上で説明された他の技法のいくつかでは、あるタイプのＳＥＩメッセー
ジは、繰返しを禁止される（本開示で説明される技法が対処できる問題）。いくつかの場
合に、これらの他の技法では、あるＳＥＩメッセージタイプが繰返しを禁止されるだけで
はなく、ＳＥＩメッセージ全般が、アクセス単位内の最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、ア
クセス単位内の最後のＮＡＬ単位の前に、繰り返されることを制限される。
【００３０】
　[0036]たとえば、これらの他の技法のいくつかでは、ビデオ復号器は、ＳＥＩメッセー
ジの位置に基づいてアクセス単位の始めを判定するはずである。たとえば、ＳＥＩメッセ
ージは、アクセス単位の始めに配置されるはずであり、ビデオ復号器がＳＥＩメッセージ
を処理しつつあると判定した後に、ビデオ復号器は、ビデオ復号器が新しいアクセス単位
を処理しつつあると判定するはずである。したがって、同一のアクセス単位内にＳＥＩメ
ッセージの複数のコピーを含めることの制限がある。
【００３１】
　[0037]誤りを起こしやすい環境では、ＳＥＩメッセージが失われる場合に、ＳＥＩメッ
セージの他のコピーが使用可能になるようにするために、ＳＥＩメッセージの複数のコピ
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ーを含めることが有益である可能性がある。いくつかの例では、諸技法は、さまざまなタ
イプのＳＥＩメッセージをアクセス単位内で繰り返すことを可能にし、これが、誤り耐性
をさらに与える。一例として、諸技法は、すべてのＳＥＩメッセージについて、（１）Ｓ
ＥＩメッセージ内で担持される情報が適用される適用範囲と、（２）ＳＥＩメッセージが
存在し得るところと、（３）特定のタイプのＳＥＩメッセージの複数のインスタンスの内
容に対する制限とを指定することができる。
【００３２】
　[0038]たとえば、アクセス単位は、複数のパケット（たとえば、リアルタイムトランス
ポートプロトコル（ＲＴＰ）パケット）にパケット化され得る。各パケットは、通常、１
つまたは複数のＮＡＬ単位を含むが、いくつかの場合に、パケットは、ＮＡＬ単位のサブ
セットを含むことができる。誤りを起こしやすい環境では、１つまたは複数のパケットが
失われる可能性があり、失われたパケットがＳＥＩメッセージを含む場合には、そのＳＥ
Ｉメッセージが失われる可能性がある。本開示で説明される技法では、ビデオ符号器は、
アクセス単位内にＳＥＩメッセージの１つまたは複数のコピーを出力のために生成し、出
力する（たとえば、シグナリングする）ことができる。この形で、ＳＥＩメッセージのう
ちの１つを含むパケットが失われる場合であっても、ＳＥＩメッセージは、それでも、失
われなかったパケット内のコピーとして使用可能である可能性がある。
【００３３】
　[0039]もう１つの例として、ビデオ符号器は、ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｖｉｄ
ｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）標準規格のマルチレイヤ拡張でなど、複数のレイヤを有
するビデオビットストリームを符号化することができる。複数のレイヤは、ベースレイヤ
と１つまたは複数の非ベースレイヤとを含む。非ベースレイヤは、空間または品質エンハ
ンスメントレイヤ、異なるビューのテクスチャ、異なるビューの深度、および他のそのよ
うな例とすることができる。ビデオ符号器は、異なるチャネル内で異なるレイヤをトラン
スポートすることができる（たとえば、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ　６１９０（ｈｔｔｐ：／／ｔ
ｏｏｌｓ．ｉｅｔｆ．ｏｒｇ／ｒｆｃ／ｒｆｃ６１９０．ｔｘｔで公に入手可能）で同様
に定義されたマルチセッション伝送（ＭＳＴ）を使用して。本開示で説明される技法では
、ビデオ符号器は、アクセス単位内の２つのＶＣＬ　ＮＡＬＵ単位内にＳＥＩ　ＮＡＬ単
位を含むことができ、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位は、ＳＥＩメッセージを含み、アクセス単位の
最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後である。言い替えると、アクセス単位内の最初のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位の後にＳＥＩメッセージを含めるための本開示で説明される技法は、マルチセ
ッション伝送の例にも適用可能である。
【００３４】
　[0040]本開示で説明される技法では、ビデオ復号器は、ビデオ復号器が新しいアクセス
単位を処理しつつあることを判定するために、必ずしもＳＥＩメッセージの位置に頼る必
要がない。たとえば、ビデオ復号器は、新しいアクセス単位が処理されつつあることを判
定するために、ある他のヘッダ情報に頼ることができる。したがって、本開示で説明され
る技法では、ビデオ符号器は、アクセス単位内のＳＥＩメッセージとアクセス単位内のＳ
ＥＩメッセージの１つまたは複数のコピーとを、出力のために生成し、出力することがで
き、ビデオ復号器は、ＳＥＩメッセージとＳＥＩメッセージの１つまたは複数のコピーと
を受け取ることができる。ビデオ復号器は、新しいアクセス単位が処理されようとしてい
る時を判定するためにＳＥＩメッセージに頼る必要がないので、新しい、異なるアクセス
単位が処理されつつあることを判定することなく、同一のアクセス単位内のＳＥＩメッセ
ージの複数のコピーを処理するように構成され得る。
【００３５】
　[0041]図１は、本開示で説明される技法を利用することができる例のビデオ符号化およ
び復号システム１０を示すブロック図である。図１に示されているように、システム１０
は、宛先デバイス１４によって後刻に復号される符号化されたビデオデータを生成するソ
ースデバイス１２を含む。ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、デスクトップ
コンピュータ、ノートブック（すなわち、ラップトップ）コンピュータ、タブレットコン
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ピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンなどの電話送受話器、い
わゆる「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプレイデバイス、ディジタル
メディアプレイヤ、ビデオゲーム機、ビデオストリーミングデバイス、または類似物を含
む広範囲のデバイスのいずれをも備えることができる。いくつかの場合に、ソースデバイ
ス１２および宛先デバイス１４は、ワイヤレス通信のための備えを有することができる。
【００３６】
　[0042]宛先デバイス１４は、リンク１６を介して、復号されるべき符号化されたビデオ
データを受信することができる。リンク１６は、ソースデバイス１２から宛先デバイス１
４へ符号化されたビデオデータを移動することのできる任意のタイプの媒体またはデバイ
スを備えることができる。一例では、リンク１６は、ソースデバイス１２が符号化された
ビデオデータを宛先デバイス１４にリアルタイムで直接に送信することを可能にする通信
媒体を備えることができる。符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルな
どの通信標準規格に従って変調され、宛先デバイス１４に送信され得る。通信媒体は、ラ
ジオ周波数（ＲＦ）スペクトルまたは１つもしくは複数の物理伝送線など、任意のワイヤ
レス通信媒体または有線通信媒体を備えることができる。通信媒体は、ローカルエリアネ
ットワーク、広域ネットワーク、またはインターネットなどのグローバルネットワークな
ど、パケットベースのネットワークの一部を形成することができる。通信媒体は、ソース
デバイス１２から宛先デバイス１４への通信を容易にするのに有用である可能性があるル
ータ、スイッチ、基地局、または任意の他の機器を含むことができる。
【００３７】
　[0043]代替案では、符号化されたデータは、出力インターフェース２２からストレージ
デバイス３２に出力され得る。同様に、符号化されたデータは、入力インターフェースに
よってストレージデバイス３２からアクセスされ得る。ストレージデバイス３２は、ハー
ドドライブ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ
、フラッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発性のメモリ、または符号化されたビデオデー
タを格納するための任意の他の適切なディジタル記憶媒体など、さまざまな分散されたま
たはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれをも含むことができる。さらなる
例では、ストレージデバイス３２は、ソースデバイス１２によって生成された符号化され
たビデオを保持することができるファイルサーバまたは別の中間ストレージデバイスに対
応することができる。宛先デバイス１４は、ストリーミングまたはダウンロードを介して
ストレージデバイス３２からの格納されたビデオデータにアクセスすることができる。フ
ァイルサーバは、符号化されたビデオデータを格納し、その符号化されたビデオデータを
宛先デバイス１４に送信することができる任意のタイプのサーバとすることができる。例
のファイルサーバは、ウェブサーバ（たとえば、ウェブサイトのための）、ＦＴＰサーバ
、ネットワークアタッチドストレージ（ＮＡＳ）デバイス、またはローカルディスク（ｄ
ｉｓｋ）ドライブを含む。宛先デバイス１４は、インターネット接続を含む任意の標準デ
ータ接続を介して符号化されたビデオデータにアクセスすることができる。これは、ファ
イルサーバに格納された符号化されたビデオデータへのアクセスに適する、ワイヤレスチ
ャネル（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、有線接続（たとえば、ＤＳＬ、ケー
ブルモデムなど）、またはその両方の組合せを含むことができる。ストレージデバイス３
２からの符号化されたビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、
またはその両方の組合せとすることができる。
【００３８】
　[0044]本開示の技法は、必ずしもワイヤレス応用またはワイヤレスセッティングに限定
されない。本技法は、オーバージエア（ｏｖｅｒ－ｔｈｅ－ａｉｒ）テレビジョン放送、
ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、たとえばインターネットを介するス
トリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上の格納のためのディジタルビデオの符号化、
データ記憶媒体上に格納されたディジタルビデオの復号、または他の応用例など、さまざ
まなマルチメディアアプリケーションのいずれをもサポートするビデオコーディングに適
用され得る。いくつかの例では、システム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、
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ビデオ放送、および／またはビデオ電話などの応用例をサポートするために、１方向また
は両方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００３９】
　[0045]図１の例では、ソースデバイス１２は、ビデオソース１８と、ビデオ符号器２０
と、出力インターフェース２２とを含む。いくつかの場合に、出力インターフェース２２
は、変調器／復調器（モデム）および／または送信器を含むことができる。ソースデバイ
ス１２では、ビデオソース１８は、ビデオキャプチャデバイス、たとえばビデオカメラ、
以前に取り込まれたビデオを含むビデオアーカイブ、ビデオコンテンツプロバイダからビ
デオを受信するビデオフィードインターフェース、および／もしくはソースビデオとして
コンピュータグラフィックスデータを生成するコンピュータグラフィックスシステムなど
のソースまたはそのようなソースの組合せを含むことができる。一例として、ビデオソー
ス１８がビデオカメラである場合に、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、い
わゆるカメラ付き携帯電話機またはテレビ電話を形成することができる。しかし、本開示
で説明される技法は、ビデオコーディング全般に適用可能とすることができ、ワイヤレス
応用および／または有線応用に適用され得る。
【００４０】
　[0046]取り込まれた、事前に取り込まれた、またはコンピュータ生成されたビデオは、
ビデオ符号器２０によって符号化され得る。符号化されたビデオデータは、ソースデバイ
ス１２の出力インターフェース２２を介して宛先デバイス１４に直接に送信され得る。符
号化されたビデオデータは、また（または代替的に）、復号および／または再生のために
、宛先デバイス１４または他のデバイスによる後のアクセスのためにストレージデバイス
３２に格納され得る。
【００４１】
　[0047]宛先デバイス１４は、入力インターフェース２８と、ビデオ復号器３０と、ディ
スプレイデバイス３１とを含む。いくつかの場合に、入力インターフェース２８は、受信
器および／またはモデムを含むことができる。宛先デバイス１４の入力インターフェース
２８は、リンク１６を介して符号化されたビデオデータを受信する。リンク１６を介して
通信されまたはストレージデバイス３２上で提供される符号化されたビデオデータは、ビ
デオデータの復号において、ビデオ復号器３０などのビデオ復号器による使用のためにビ
デオ符号器２０によって生成されたさまざまな構文要素を含むことができる。そのような
構文要素は、通信媒体上で送信され、記憶媒体に格納され、またはファイルサーバを格納
した符号化されたビデオデータと共に含まれ得る。
【００４２】
　[0048]ディスプレイデバイス３１は、宛先デバイス１４に一体化され、またはその外部
とすることができる。いくつかの例では、宛先デバイス１４は、一体化されたディスプレ
イデバイスを含むことができ、外部ディスプレイデバイスとインターフェースするように
も構成され得る。他の例では、宛先デバイス１４は、ディスプレイデバイスとすることが
できる。一般に、ディスプレイデバイス３１は、ユーザに復号されたビデオデータを表示
し、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）ディスプレイ、または別のタイプのディスプレイデバイスなど、さまざまなディスプ
レイデバイスのいずれをも備えることができる。
【００４３】
　[0049]ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、個々のマイクロプロセッサまたは
集積回路（ＩＣ）として形成され得、またはより大きいマイクロプロセッサもしくはＩＣ
の一部とすることができる。いくつかの例では、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３
０は、ワイヤレス通信デバイスの一部とすることができる。
【００４４】
　[0050]ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、ビデオ圧縮標準規格に従って動作
することができる。ビデオコーディング標準規格の例は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１、ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥ
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Ｃ　ＭＰＥＧ－２　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ
－４　Ｖｉｓｕａｌ、ならびにそのｓｃａｌａｂｌｅ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ（ＳＶ
Ｃ）およびｍｕｌｔｉｖｉｅｗ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ（ＭＶＣ）拡張を含むＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６４（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとしても既知）を含む。
【００４５】
　[0051]さらに、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０がそれに従って動作すること
ができる新しいビデオコーディング標準規格すなわち、ＩＴＵ－Ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄ
ｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）とＩＳＯ／ＩＥＣ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐ
ｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）とのＪｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａｂ
ｏｒａｔｉｏｎ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）によって
開発されつつあるＨｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶ
Ｃ）標準規格がある。ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、ＨＥＶＣ　Ｔｅｓｔ
　Ｍｏｄｅｌ（ＨＭ）に従うことができる。「ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　
８」または「ＷＤ８」と称するＨＥＶＣ標準規格の最近のドラフトが、その内容全体が参
照によって本明細書に組み込まれている文書ＪＣＴＶＣ－Ｈ１００３、Ｂｒｏｓｓ他、「
Ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）ｔｅｘｔ　ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｄｒａｆｔ　８」、Ｊｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖ
ｅ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）ｏｆ　ＩＴＵ－Ｔ　Ｓ
Ｇ１６　ＷＰ３　ａｎｄ　ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１、１０ｔｈ　
Ｍｅｅｔｉｎｇ：　Ｓｔｏｃｋｈｏｌｍ、スウェーデン、２０１２年７月１１～２０日（
２０１３年４月２日時点でｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃ
ｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／１０＿Ｓｔｏｃｋｈｏｌｍ／ｗｇ
１１／ＪＣＴＶＣ－Ｊ１００３－ｖ８．ｚｉｐからダウンロード可能）に記載されている
。以下では「ＨＥＶＣ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　９」または「ＷＤ９」と称するＨ
ＥＶＣのより最近のワーキングドラフトが、２０１３年４月２日時点で、ｈｔｔｐ：／／
ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕ
ｍｅｎｔｓ／１１＿Ｓｈａｎｇｈａｉ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｋ１００３－ｖ１０．ｚ
ｉｐから入手可能である。
【００４６】
　[0052]代替案では、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、ＭＰＥＧ－４、Ｐａ
ｒｔ　１０、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＡＶＣ）とも称するＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６４標準規格などの他のプロプライエタリ標準規格もしくは産業標準規格、
またはそのような標準規格の拡張に従って動作することができる。しかし、本開示の技法
は、どの特定のコーディング標準規格にも限定されない。ビデオ圧縮標準規格の他の例は
、ＭＰＥＧ－２およびＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ならびにＶＰ８などのオープンフォーマ
ットを含む。
【００４７】
　[0053]しかし、本開示の技法は、どの特定のコーディング標準規格にも限定されない。
たとえば、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、必ずしも任意の特定のビデオコ
ーディング標準規格に従う必要がない。さらに、本開示で説明される技法が、必ずしも特
定の標準規格に従わない場合であっても、本開示で説明される技法は、さまざまな標準規
格に関してコーディング効率をさらに援助することができる。また、本開示で説明される
技法は、将来の標準規格の一部になる可能性がある。理解を簡単にするために、技法は、
開発中のＨＥＶＣ標準規格に関して説明されるが、技法は、ＨＥＶＣ標準規格に限定され
ず、他のビデオコーディング標準規格または特定の標準規格によって定義されるのではな
いビデオコーディング技法に拡張され得る。
【００４８】
　[0054]図１には示されていないが、いくつかの態様で、ビデオ符号器２０およびビデオ
復号器３０は、それぞれ、オーディオ符号器およびオーディオ復号器と一体化され得、共
通データストリームまたは別々のデータストリーム内のオーディオとビデオの両方の符号
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化を処理するために、適当なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットまたは他のハードウェアとソフ
トウェアとを含むことができる。適用可能な場合に、いくつかの例で、ＭＵＸ－ＤＥＭＵ
Ｘユニットは、ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコルまたはユーザデータグラム
プロトコル（ＵＤＰ）などの他のプロトコルに従うことができる。
【００４９】
　[0055]ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、それぞれ、１つまたは複数のマイ
クロプロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理、個々
の集積回路（ＩＣ）もしくはＩＣの一部、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、またはその任意の組合せなど、さまざまな適切な符号器回路網のいずれかとして実施さ
れ得る。技法が、部分的にソフトウェアで実施される時に、デバイスは、本開示の技法を
実行するために、適切な固定コンピュータ可読記憶媒体内にソフトウェアの命令を格納し
、ハードウェア内で１つまたは複数のプロセッサを使用して命令を実行することができる
。言い替えると、部分的にソフトウェアで実施される時に、基礎になるハードウェアコン
ポーネント上で実行される、ハードウェアコンポーネントにある種の機能を実施させるソ
フトウェア。ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０のそれぞれは、１つまたは複数の
符号器または復号器に含まれ得、この符号器または復号器のいずれもが、それぞれのデバ
イス内の組み合わされた符号器／復号器（コーデック）の一部として一体化され得る。
【００５０】
　[0056]たとえば、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は、それぞれソースデバイ
ス１２および宛先デバイス１４などのワイヤレスデバイス内に含まれ得る。もう１つの例
として、デバイスは、マイクロプロセッサまたは集積回路を含むことができる。いくつか
の例では、マイクロプロセッサまたは集積回路などのデバイスは、ビデオ復号器３０を含
むことができ、別のデバイスは、ビデオ符号器２０を含むことができる。
【００５１】
　[0057]ＪＣＴ－ＶＣは、ＨＥＶＣ標準規格の開発に取り組んでいる。ＨＥＶＣ標準規格
化の努力は、ＨＥＶＣ　Ｔｅｓｔ　Ｍｏｄｅｌ（ＨＭ）と呼ばれるビデオコーディングデ
バイスの進化するモデルに基づく。ＨＭは、たとえばＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣに
従う既存デバイスに対するビデオコーディングデバイスの複数の追加の能力を前提とする
。
【００５２】
　[0058]一般に、ＨＭのワーキングモデルは、ビデオフレームまたはピクチャが、ルマサ
ンプルとクロマサンプルの両方を含むツリーブロックまたは最大コーディング単位（ＬＣ
Ｕ：largest coding unit）のシーケンスに分割され得ると記述する。ツリーブロックは
、Ｈ．２６４標準規格のマクロブロックに類似するいくつかの目的のために働くことがで
きるが、ツリーブロックは、マクロブロックに対する多数の相違を有する。スライスは、
コーディング順序において複数の連続するツリーブロックを含む。ビデオフレームまたは
ピクチャは、１つまたは複数のスライスに区分され得る。各ツリーブロックは、４分木に
従ってコーディング単位（ＣＵ）に分割され得る。たとえば、４分木のルートノードとし
てのツリーブロックは、４つの子ノードに分割され得、各子ノードは、親ノードになるこ
とができ、別の４つの子コードに分割され得る。４分木の葉ノードとしての最終的な分割
されない子ノードは、コーディングノードすなわちコーディングされたビデオブロックを
備える。コーディングされたビットストリームに関連する構文データは、ツリーブロック
を分割できる最大回数を定義することができ、コーディングノードの最小サイズを定義す
ることもできる。
【００５３】
　[0059]ＣＵは、コーディングノードならびにコーディングノードに関連する予測単位（
ＰＵ：prediction unit）と変換単位（ＴＵ：transform unit）とを含む。ＣＵのサイズ
は、コーディングノードのサイズに対応し、形状において正方形でなければならない。Ｃ
Ｕのサイズは、８ｘ８画素から６４ｘ６４画素以上の最大値を有するツリーブロックのサ
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イズまでの範囲にわたることができる。各ＣＵは、１つまたは複数のＰＵと１つまたは複
数のＴＵとを含むことができる。ＣＵに関連する構文データは、たとえば、１つまたは複
数のＰＵへのＣＵの区分を記述することができる。区分モードは、ＣＵがスキップモード
符号化されるか、または直接モード符号化されるか、イントラ予測モード符号化されるか
、またはインター予測モード符号化されるか、の間で異なるものとすることができる。Ｐ
Ｕは、形状において非正方形に区分され得る。ＣＵに関連する構文データは、たとえば、
４分木に従う１つまたは複数のＴＵへのＣＵの区分を記述することもできる。ＴＵは、形
状において正方形または非正方形とすることができる。
【００５４】
　[0060]ＨＥＶＣ標準規格は、異なるＣＵについて異なるものとすることができるＴＵに
従う変換を可能にする。ＴＵは、通常、区分されたＬＣＵについて定義された所与のＣＵ
内のＰＵのサイズに基づいてサイズを定められるが、必ずそうであるわけではない。ＴＵ
は、通常、ＰＵと同一のサイズであるか、これより小さい。いくつかの例では、ＣＵに対
応する残差サンプルは、「残差４分木」（ＲＱＴ：residual quad tree）として既知の４
分木構造を使用してより小さい単位に副分割され得る。ＲＱＴの葉ノードは、変換単位（
ＴＵ）と呼ばれる場合がある。ＴＵに関連する画素差値は、量子化され得る変換係数を作
るために変換され得る。
【００５５】
　[0061]一般に、ＰＵは、予測プロセスに関係するデータを含む。たとえば、ＰＵが、イ
ントラモード符号化される（すなわち、イントラ予測符号化される）時には、ＰＵは、Ｐ
Ｕのイントラ予測モードを記述するデータを含むことができる。もう１つの例として、Ｐ
Ｕが、インターモード符号化される（すなわち、インター予測符号化される）時には、Ｐ
Ｕは、ＰＵの動きベクトルを定義するデータを含むことができる。ＰＵの動きベクトルを
定義するデータは、たとえば、動きベクトルの水平成分、動きベクトルの垂直成分、動き
ベクトルの分解能（たとえば、１／４画素精度または１／８画素精度）、動きベクトルが
ポイントする基準ピクチャ、および／または動きベクトルの基準ピクチャリスト（たとえ
ば、ＲｅｆＰｉｃｌＬｉｓｔ０またはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１）を記述することができる
。
【００５６】
　[0062]一般に、ＴＵは、変換プロセスと量子化プロセスとに使用される。１つまたは複
数のＰＵを有する所与のＣＵは、１つまたは複数の変換単位（ＴＵ）を含むこともできる
。予測に続いて、ビデオ符号器２０は、ＰＵに対応する残差値を計算することができる。
残差値は、エントロピコーディングの直列化された変換係数を作るためにＴＵを使用して
変換係数に変換され、量子化され、スキャンされ得る画素差値を備える。本開示は、通常
、ＣＵのコーディングノードを指すのに用語「ビデオブロック」を使用する。いくつかの
特定の場合に、本開示は、コーディングノードとＰＵとＴＵとを含むツリーブロックすな
わちＬＣＵまたはＣＵを指すのにも、用語「ビデオブロック」を使用する場合がある。
【００５７】
　[0063]ビデオシーケンスは、通常、一連のビデオフレームまたはピクチャを含む。グル
ープオブピクチャ（ＧＯＰ）は、一般に、ビデオピクチャのうちの一連の１つまたは複数
を備える。ＧＯＰは、ＧＯＰのヘッダ、ピクチャのうちの１つまたは複数のヘッダ、また
は他所に、ＧＯＰ内に含まれるピクチャの枚数を記述する構文データを含むことができる
。ピクチャの各スライスは、それぞれのスライスの符号化モードを記述するスライス構文
データを含むことができる。ビデオ符号器２０は、通常、ビデオデータを符号化するため
に、個々のビデオスライス内のビデオブロックに作用する。ビデオブロックは、ＣＵ内の
コーディングノードに対応することができる。ビデオブロックは、固定されたサイズまた
は可変サイズを有することができ、指定されたコーディング標準規格に従ってサイズにお
いて異なることができる。
【００５８】
　[0064]一例として、ＨＭは、さまざまなＰＵサイズでの予測をサポートする。特定のＣ
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Ｕのサイズが２Ｎｘ２Ｎであると仮定すると、ＨＭは、２Ｎｘ２ＮまたはＮｘＮのＰＵサ
イズでのイントラ予測と、２Ｎｘ２Ｎ、２ＮｘＮ、Ｎｘ２Ｎ、またはＮｘＮの対称ＰＵサ
イズでのインター予測とをサポートする。ＨＭは、２ＮｘｎＵと、２ＮｘｎＤと、ｎＬｘ
２Ｎと、ｎＲｘ２ＮとのＰＵサイズでのインター予測のための非対称区分をもサポートす
る。非対称区分では、ＣＵの一方向は、区分されないが、他の方向は、２５％と７５％と
に区分される。ＣＵのうちで２５％区画に対応する部分は、「ｎ」とそれに続く「Ｕｐ」
、「Ｄｏｗｎ」、「Ｌｅｆｔ」、または「Ｒｉｇｈｔ」の表示とによって示される。した
がって、たとえば、「２ＮｘｎＵ」は、上に２Ｎｘ０．５Ｎ　ＰＵ、下に２Ｎｘ１．５Ｎ
　ＰＵで水平に区分された２Ｎｘ２Ｎ　ＣＵを指す。
【００５９】
　[0065]本開示では、「ＮｘＮ」および「Ｎ×Ｎ」、たとえば１６ｘ１６画素または１６
×１６画素が、水平次元と垂直次元とに関するビデオブロックの画素次元を指すのに交換
可能に使用される場合がある。一般に、１６ｘ１６ブロックは、垂直方向に１６画素（ｙ
＝１６）と、水平方向に１６画素（ｘ＝１６）とを有する。同様に、ＮｘＮブロックは、
一般に、垂直方向にＮ画素と、水平方向にＮ画素とを有し、ここでＮは、非負整数値を表
す。ブロック内の画素は、行および列に配置され得る。さらに、ブロックは、必ずしも水
平方向で垂直方向と同一の個数の画素を有する必要がない。たとえば、ブロックは、Ｎｘ
Ｍ画素を備えることができ、ここで、Ｍは、必ずしもＮと等しくはない。
【００６０】
　[0066]ＣＵのＰＵを使用するイントラ予測コーディングまたはインター予測コーディン
グに続いて、ビデオ符号器２０は、ＣＵのＴＵの残差データを計算することができる。Ｐ
Ｕは、空間領域（画素領域とも呼ばれる）の画素データを備えることができ、ＴＵは、変
換、たとえば離散コサイン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェーブレット変換、または概念
的に類似する変換を残差ビデオデータに適用した後に、変換領域の係数を備えることがで
きる。残差データは、符号化されていないピクチャの画素とＰＵに対応する予測値との間
の画素差に対応することができる。ビデオ符号器２０は、ＣＵの残差データを含むＴＵを
形成し、その後、ＣＵの変換係数を作るためにＴＵを変換することができる。
【００６１】
　[0067]変換係数を作るためのすべての変換の後に、ビデオ符号器２０は、変換係数の量
子化を実行することができる。量子化は、一般に、おそらくは係数を表すのに使用される
データの量を減らし、さらなる圧縮を実現するために変換係数が量子化されるプロセスを
指す。量子化プロセスは、係数の一部またはすべてに関連するビット深さを減らすことが
できる。たとえば、ｎビット値を、量子化中にｍビット値に丸めることができ、ｎは、ｍ
より大きい。
【００６２】
　[0068]いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、エントロピ符号化できる直列化された
ベクトルを作るために、量子化された変換係数をスキャンするのに、事前に定義されたス
キャン順序を利用することができる。他の例では、ビデオ符号器２０は、適応スキャンを
実行することができ、あるいは、複数の可能なスキャンからスキャンを選択することがで
きる。１次元ベクトルを形成するために量子化された変換係数をスキャンした後に、ビデ
オ符号器２０は、たとえば、ｃｏｎｔｅｘｔ　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｌ
ｅｎｇｔｈ　ｃｏｄｉｎｇ（ＣＡＶＬＣ）、ｃｏｎｔｅｘｔ　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｂｉｎ
ａｒｙ　ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｃｏｄｉｎｇ（ＣＡＢＡＣ）、ｓｙｎｔａｘ－ｂａｓｅ
ｄ　ｃｏｎｔｅｘｔ－ａｄａｐｔｉｖｅ　ｂｉｎａｒｙ　ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｃｏｄ
ｉｎｇ（ＳＢＡＣ）、Ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ　Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ
ｉｎｇ　Ｅｎｔｒｏｐｙ（ＰＩＰＥ）コーディング、または別のエントロピ符号化方法論
に従って、１次元ベクトルをエントロピ符号化することができる。ビデオ符号器２０は、
ビデオデータを復号する際のビデオ復号器３０による使用のために、符号化されたビデオ
データに関連する構文要素をエントロピ符号化することもできる。
【００６３】
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　[0069]ＣＡＢＡＣを実行するために、ビデオ符号器２０は、コンテキストモデル内のコ
ンテキストを、送信されるシンボルに割り当てる。コンテキストは、たとえば、シンボル
の隣接する値が非ゼロであるか否かに関するものとすることができる。ＣＡＶＬＣを実行
するために、ビデオ符号器２０は、送信されるシンボルについて可変長コーディングを選
択することができる。ＶＬＣの符号語は、相対的により短いコードが、より可能性の高い
シンボルに対応し、より長いコードが、より可能性の低いシンボルに対応するように構成
され得る。この形で、ＶＬＣの使用は、たとえば、各シンボルが送信されるための等長符
号語の使用に対するビット節約を達成することができる。可能性判定は、シンボルに割り
当てられたコンテキストに基づくものとすることができる。
【００６４】
　[0070]ビデオ符号器２０は、ピクチャがビデオ復号器３０によって再構成される形を定
義するビデオデータを生成し、ビデオデータを符号化し（たとえば、出力のために生成し
）、ビデオデータをコーディングされたビットストリーム内でビデオ復号器３０に出力す
る（たとえば、シグナリングする）。ビデオ復号器３０は、コーディングされたビットス
トリームから符号化されたビデオデータを受け取り、ビデオデータを復号し、ピクチャを
再構成するためにビデオデータを処理する。一般に、ビデオ復号器３０は、ビデオデータ
を符号化し、生成するためにビデオ符号器２０が実施した技法の逆を実施する。
【００６５】
　[0071]たとえば、ビデオ復号器３０は、ビデオ符号器２０がビデオデータを符号化した
形の逆の技法を使用して、ビデオデータを復号する。また、ビデオ復号器３０は、ピクチ
ャを再構成するために、ピクチャをイントラ予測復号しまたはインター予測復号する。た
とえば、ビデオ復号器３０は、インター予測復号のために使用される、以前に復号された
ピクチャを判定するため、およびインター予測復号のために以前に復号されたピクチャと
現在のピクチャとの間の残差を判定するために、ビデオデータを処理する。ビデオ復号器
３０は、現在のピクチャを再構成するために、以前に復号されたピクチャに残差を加算す
る。同様に、ビデオ復号器３０は、現在のピクチャ内の以前に復号されたブロックを判定
するため、およびイントラ予測復号のために現在のピクチャ内の以前に復号されたブロッ
クと現在のピクチャ内の現在のブロックとの間の残差を判定するために、ビデオデータを
処理する。ビデオ復号器３０は、現在のピクチャの現在のブロックを再構成するために、
以前に復号されたブロックに残差を加算する。
【００６６】
　[0072]この形で、ビデオ符号器２０は、ビデオ復号器３０がピクチャを再構成するのに
利用するビデオデータを出力する。いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、アクセス単
位内でビデオデータを出力する。アクセス単位は、同一の時間瞬間内の１つまたは複数の
ピクチャのビデオデータを含む概念的な単位である。たとえば、スケーラブルビデオコー
ディングでは、ビデオ符号器２０は、ピクチャの複数のレイヤでビデオデータを生成する
。この例では、ピクチャのアクセス単位は、複数のレイヤのすべてのビデオデータを含む
。
【００６７】
　[0073]もう１つの例として、マルチビュービデオコーディングでは、ビデオ符号器２０
は、複数のビューのビデオデータを生成し、各ビューは、複数のピクチャを含む。マルチ
ビュービデオコーディングでは、各ビュー内の１つのピクチャは、同一の時間瞬間に表示
される。たとえば、第１のビュー内の第１のピクチャは、第２のビュー内の第１のピクチ
ャ、第３のビュー内の第１のピクチャなどと同一の時間瞬間に表示される。この例では、
１つのアクセス単位が、同一の時間瞬間に表示されるすべてのピクチャのビデオデータを
含む。スケーラブルビデオコーディングまたはマルチビュービデオコーディングが使用さ
れない例では、１つのアクセス単位は、１つのピクチャのビデオデータを含む。
【００６８】
　[0074]したがって、一般に、ビデオ復号器３０による１つのアクセス単位の復号および
処理は、１つまたは複数のピクチャをもたらす。ビデオ復号器３０による１つのアクセス
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単位の復号および処理が１つのピクチャをもたらす場合に、そのアクセス単位のビデオデ
ータは、スケーラブルビデオコーディングが利用される場合にピクチャのすべてのレイヤ
の情報を含み、あるいは、スケーラブルビデオコーディングが利用されない場合に１つの
レイヤのみの情報を含むことができる。ビデオ復号器３０による１つのアクセス単位の復
号および処理が複数のピクチャをもたらす場合には、そのアクセス単位のビデオデータは
、マルチビュービデオコーディングに関する同一の時間瞬間のすべてのピクチャの情報を
含むことができる。
【００６９】
　[0075]アクセス単位は、１つまたは複数の復号単位を含む。たとえば、上で説明された
ように、アクセス単位は、ピクチャ全体のビデオデータを含むことができる。サブピクチ
ャレベルに対する動作が許容されない場合には、アクセス単位は、１つの復号単位だけを
含む。サブピクチャレベルに対する動作が許容される場合には、アクセス単位は、１つま
たは複数の復号単位を含む。
【００７０】
　[0076]たとえば、ビデオ復号器３０は、コーディングされたピクチャバッファ（ＣＰＢ
：coded picture buffer）と復号されたピクチャバッファ（ＤＰＢ：decoded picture bu
ffer）とを含む。ＣＰＢは、コーディングされたビットストリームから受け取られたビデ
オデータを格納し、ＤＰＢは、再構成されたピクチャを格納する。より詳細に説明される
ように、ビデオ符号器２０は、復号単位またはアクセス単位がＣＰＢから除去されなけれ
ばならない時を示す情報など、ＣＰＢの挙動を記述する情報を生成し、出力する。いくつ
かの例では、ビデオ符号器２０は、アクセス単位のサブピクチャレベルでの動作が許容さ
れるかどうか（たとえば、アクセス単位内の復号単位のそれぞれについて）を示す構文要
素（たとえば、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇと呼ばれるフラグ）を符号化し、出力する。
【００７１】
　[0077]ビデオ復号器３０が、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが０であると判定する場合に
、ビデオ復号器３０は、アクセス単位の動作がサブピクチャレベルで許容されないと判定
することができ、アクセス単位が１つの復号単位を含むと判定することもできる。言い替
えると、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが０である時に、復号単位およびアクセス単位は、
同一である。ビデオ復号器３０が、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが１であると判定する場
合に、ビデオ復号器３０は、アクセス単位の動作がサブピクチャレベルで許容されると判
定することができ、アクセス単位が１つまたは複数の復号単位を含むと判定することもで
きる。
【００７２】
　[0078]復号単位は、１つまたは複数のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を含む
。ＮＡＬ単位は、従うべきビデオデータのタイプとそのビデオデータを含むバイトとの表
示を含む構文構造である。ＮＡＬ単位の例は、ビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）ＮＡ
Ｌ単位および非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位を含む。一例として、ＶＣＬ　ＮＡＬ単位は、ピクチ
ャ内のスライスのビデオデータ（たとえば、スライスを予測するのに必要な、基準ピクチ
ャリストインデックス、動きベクトル、イントラ予測モード、その他などの情報）または
特定のＮＡＬ単位タイプのＮＡＬ単位のビデオデータを含むことができる。一例として、
非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位は、パラメータセットの情報（たとえば、ピクチャパラメータセッ
ト、シーケンスパラメータセットなど）またはビデオ符号化もしくはビデオ復号を援助す
る補足情報などのビデオデータを含むことができる。
【００７３】
　[0079]本開示では、１つまたは複数のＮＡＬ単位を含む復号単位は、復号単位に関連す
るかこれに割り当てられた１つまたは複数のＮＡＬ単位と考えられ得る。言い替えると、
復号単位に関連するかこれに割り当てられた１つまたは複数のＮＡＬ単位は、これらの１
つまたは複数のＮＡＬ単位を含む復号単位と同一と考えられ得る。
【００７４】
　[0080]したがって、本開示で説明される技法は、以下の定義を有する以下の用語を利用
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することができる。
【００７５】
　[0081]復号単位：アクセス単位内の１つまたは複数のＶＣＬ　ＮＡＬ単位と関連する非
ＶＣＬＡ　ＮＡＬ単位とからなる、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが０と等しい時にはアク
セス単位、あるいは、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが１と等しい時にはアクセス単位のサ
ブセット。
【００７６】
　[0082]関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位：ＶＣＬ　ＮＡＬ単位の関連する非ＶＣＬ　ＮＡ
Ｌ単位は、ＶＣＬ　ＮＡＬ単位がその関連するＶＣＬ　ＮＡＬ単位である非ＶＣＬ　ＮＡ
Ｌ単位のうちの１つである。言い替えると、非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位は、ＶＣＬ　ＮＡＬ単
位に関連し、そのＶＣＬ　ＮＡＬ単位は、非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位に関連すると考えられ得
る（たとえば、ＶＣＬ　ＮＡＬ単位と非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位との間の関連付けは、どちら
の向きにも進む）。
【００７７】
　[0083]関連するＶＬＣ　ＮＡＬ単位：ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅがＵＮＳＰＥＣ０、
ＥＯＳ＿ＮＵＴ、ＥＯＢ＿ＮＵＴ、ＦＤ＿ＮＵＴと等しく、ＲＳＶ＿ＮＶＣＬ４４～ＲＳ
Ｖ＿ＮＶＣＬ４７の範囲内もしくはＵＮＳＰＥＣ４８～ＵＮＳＰＥＣ６３の範囲内の、非
ＶＣＬ　ＮＡＬ単位の復号順序において最も最近の先行するＶＣＬ　ＮＡＬ単位、または
、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが他の値と等しい、非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位の復号順序にお
いて最初の後続のＶＣＬ　ＮＡＬ単位。
【００７８】
　[0084]上で説明されたように、いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、ビデオ符号化
またはビデオ復号を援助する補足情報を含むＮＡＬ単位を符号化し、出力する。この補足
情報は、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０が、ＨＥＶＣビデオコーディング標準
規格などのビデオコーディング標準規格の要件に従うために必要ではない。したがって、
補足情報の包含は、オプションであるが、そのような情報がビデオ符号化とビデオ復号と
の効率を高めるのを援助するので、好ましい可能性がある。
【００７９】
　[0085]そのような補足情報を含むＮＡＬ単位の一例が、付加拡張情報（ＳＥＩ）ＮＡＬ
単位である。ＳＥＩ　ＮＡＬ単位の使用は、ビデオ符号器２０が、出力ピクチャの正しい
復号に必要ではないが、ピクチャ出力タイミング、表示、ならびに消失検出および消失隠
蔽などのさまざまな他の目的に使用され得る（たとえば、符号化および復号を援助するた
めに）、そのようなメタデータをコーディングされたビットストリーム内に含めることを
可能にする。ビデオ符号器２０は、アクセス単位内に任意の個数のＳＥＩ　ＮＡＬ単位を
含むように構成され得、各ＳＥＩ　ＮＡＬ単位は、１つまたは複数のＳＥＩメッセージを
含むことができる。
【００８０】
　[0086]ＨＥＶＣ標準規格は、複数のＳＥＩメッセージの構文および意味論を含むが、Ｓ
ＥＩメッセージのハンドリングは、これらのＳＥＩメッセージが一般に標準の復号プロセ
スに影響しないので、指定されていない。ＨＥＶＣ標準規格にＳＥＩメッセージを含める
理由の１つは、さまざまなタイプのビデオ復号器（その一例がビデオ復号器３０である）
が、ＨＥＶＣ標準規格に従う異なるシステム内でＳＥＩメッセージを同一に解釈すること
を保証するためである。したがって、ＨＥＶＣ標準規格に従う仕様またはシステムは、ビ
デオ符号器（ビデオ符号器２０など）が、ある種のＳＥＩメッセージを生成することを要
求することができ、あるいは、ビデオ復号器（ビデオ復号器３０など）による特定のタイ
プの受信されたＳＥＩメッセージの特定のハンドリングを定義することができる。
【００８１】
　[0087]下の表１に、ＨＥＶＣで指定されるＳＥＩメッセージをリストし、その目的を短
く説明する。ＳＥＩメッセージが、例示のみのためにＨＥＶＣ標準規格に関して説明され
ることを理解されたい。プロプライエタリビデオコーディング標準規格を含む他のビデオ
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コーディング標準規格は、表１に記載のまたは他の形で下で説明されるものに類似するま
たは異なるＳＥＩメッセージを含む場合がある。さらに、非標準規格ベースのビデオコー
ディング技法でも、表１に記載のまたは他の形で下で説明されるものに類似するまたは異
なるＳＥＩメッセージに頼る場合もある。本開示で説明される技法は、すべてのそのよう
な事例に適用可能とすることができる。
【００８２】
　[0088]一般に、ＳＥＩメッセージは、ビデオデータの特性を定義すると考えられ得る。
たとえば、バッファリング期間およびピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、初期遅延
およびピクチャ出力時間またはピクチャ／サブピクチャ除去時間などのビデオデータ特性
を定義する。追加の例として、表１のＳＥＩメッセージの目的は、対応するＳＥＩメッセ
ージによって定義されるビデオデータの特性の例を提供するものである。
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【表１】

【００８３】
　[0089]いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメッセージがアクセス単位内で
配置される場所を制限するように構成され得る。たとえば、ＳＥＩメッセージの中で、サ
ブピクチャタイミングＳＥＩメッセージは、復号順序において、ＳＥＩメッセージを含む
アクセス単位内で最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位に続くことができるが、復号順序において、
アクセス単位内の最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位に続くことはできない。他のすべてのＳＥＩ
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メッセージは、ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位のｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ
＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓが０と等しい時に、アクセス単位内の最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位
に先行することができる。
【００８４】
　[0090]ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ構文要素は、スケーラブルビ
デオコーディングのレイヤまたはマルチビュービデオコーディングのビューを識別する。
たとえば、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ構文要素は、スケーラブル
ビデオコーダのベースレイヤに関して０、またはマルチビュービデオコーディングのベー
スビューに関して０である。他のレイヤまたはビューのｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅ
ｒｏ＿６ｂｉｔｓ構文要素は、レイヤまたはビューを識別するのに使用される正の整数値
である。スケーラブルビデオコーディングまたはマルチビュービデオコーディングが使用
されない場合には、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓは、０と仮定され
る。
【００８５】
　[0091]表１に示されているように、バッファリング期間ＳＥＩメッセージ、ピクチャタ
イミングＳＥＩメッセージ、およびサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージなどのさま
ざまなＳＥＩメッセージは、仮想参照復号器（ＨＲＤ）での遅延および除去時間を定義す
る。ＨＲＤは、コーディングされたピクチャバッファ（ＣＰＢ）と復号されたピクチャバ
ッファ（ＤＰＢ）との特性を定義するのに使用されるモデルである。上で説明されたよう
に、ＣＰＢは、復号の前に、符号化されたピクチャなどのビットストリームからのビデオ
データを格納し、ＤＰＢは、復号されたピクチャを含む復号されたビデオデータを格納す
る。
【００８６】
　[0092]一般に、各ビデオコーディング標準規格は、ビデオバッファリングモデルの仕様
を含む。ＡＶＣおよびＨＥＶＣでは、バッファリングモデルは、仮想参照復号器（ＨＲＤ
）と呼ばれ、このＨＲＤは、コーディングされたピクチャバッファ（ＣＰＢ）と復号され
たピクチャバッファ（ＤＰＢ）の両方のバッファリングモデルを含み、ＣＰＢ挙動および
ＤＰＢ挙動は、数学的に指定される。ＨＲＤは、異なるタイミングと、バッファサイズと
、ビットレートとに直接に制約を課し、ビットストリーム特性と統計とに間接的に制約を
課す。ＨＲＤパラメータの完全なセットは、５つの基本パラメータすなわち、初期ＣＰＢ
除去遅延と、ＣＰＢサイズと、ビットレートと、初期ＤＰＢ出力遅延と、ＤＰＢサイズと
を含む。
【００８７】
　[0093]ＡＶＣおよびＨＥＶＣでは、ビットストリーム適合および復号器適合は、ＨＲＤ
仕様の一部として指定される。ＨＲＤが、復号器の１タイプとしてラベルを付けられるが
、ＨＲＤが、通常、ビットストリーム適合を保証するためにビデオ符号器２０側で必要で
あることを理解されたい。ＨＲＤは、ビデオ復号器３０側では必要でない可能性がある。
たとえば、ビデオ符号器２０は、ＣＰＢとＤＰＢとのタイミング情報と他の特性とをＳＥ
Ｉメッセージとしてシグナリングすることができ、ビデオ復号器３０は、シグナリングさ
れたＳＥＩメッセージに基づいて、ＣＰＢとＤＰＢとのタイミングと特性とを判定するこ
とができる。たとえば、ＳＥＩメッセージは、２タイプのビットストリームまたはＨＲＤ
適合すなわち、タイプＩおよびタイプＩＩを指定することができる。また、ＳＥＩメッセ
ージは、２タイプのビデオ復号器３０適合すなわち、出力タイミング復号器適合および出
力順序復号器適合を指定することができる。
【００８８】
　[0094]本開示で説明される技法では、ビデオ符号器２０は、ビデオ復号器３０のＣＰＢ
が、アクセス単位レベルまたはサブアクセス単位レベル（サブピクチャレベルとも呼ばれ
る）のどちらで動作できるのかを指定することができる。上で説明されたように、ビデオ
符号器２０は、構文要素（たとえば、ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇ）を符号化し、出力す
る（たとえば、シグナリングする）。ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇの値が０である場合に
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は、サブピクチャレベルでのＣＰＢ動作は、許容されない。ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇ
の値が１である場合には、サブピクチャレベルでのＣＰＢ動作は、許容される。
【００８９】
　[0095]ＳＥＩメッセージは、アクセス単位内の復号単位に関する情報を提供することが
できる。たとえば、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ（ＰＴ　ＳＥＩメッセージ）は
、ｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］構文要素を含む。ｎｕｍ＿ｎａ
ｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］構文要素＋１は、第ｉの復号単位内のＮＡＬ単
位の個数を示す。
【００９０】
　[0096]いくつかの場合に、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連
し／割り当てられているのかを判定するために、ビデオ符号器２０によって出力されたｎ
ｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］構文要素からの情報を利用すること
ができる。例示的な例として、ｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］構
文要素が、あるアクセス単位の第１の復号単位が３つのＮＡＬ単位に関連し、そのアクセ
ス単位の第２の復号単位が２つのＮＡＬ単位に関連し、そのアクセス単位の第３の復号単
位が２つのＮＡＬ単位に関連することを示すと仮定する。
【００９１】
　[0097]この例では、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するの
かを、ＣＰＢがＮＡＬ単位を受け取る順序に基づいて判定する。たとえば、ビデオ復号器
３０は、ＣＰＢが受け取る最初の３つのＮＡＬ単位が、第１の復号単位に関連し、ＣＰＢ
が受け取る次の２つのＮＡＬ単位が、第２の復号単位に関連し、ＣＰＢが受け取る次の２
つのＮＡＬ単位が、第３の復号単位に関連すると判定する。
【００９２】
　[0098]しかし、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを、各復号単位に関連す
るＮＡＬ単位の個数を示す構文要素に基づいて判定するビデオ復号器３０は、誤り耐性が
ない。誤りを起こしやすいまたはロッシイな通信リンクでは、ＮＡＬ単位のうちの１つま
たは複数が失われる可能性がある。たとえば、リンク１６が、誤りを起こしやすいかロッ
シイである場合に、ＮＡＬ単位のうちの１つまたは複数が失われる可能性がある。もう１
つの例として、出力インターフェース２２からストレージデバイス３２へのリンクまたは
出力インターフェース３２から入力インターフェース２８へのリンクが、誤りを起こしや
すいかロッシイである場合に、ＮＡＬ単位のうちの１つまたは複数が失われる可能性があ
る。
【００９３】
　[0099]ＮＡＬ単位が失われる時に、ビデオ復号器３０は、連続するＮＡＬ単位の消失の
正確な位置および個数（ビデオ復号器３０は、これを判定できない可能性がある）が既知
でない限り、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを正しく判定できない可能性
がある。たとえば、以前の例で、第２のＮＡＬ単位が失われると仮定する。この場合に、
ビデオ復号器３０は、ｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］構文要素が
、第１の復号単位が３つのＮＡＬ単位を含むことを示したので、最初の３つの受け取られ
たＮＡＬ単位が、第１の復号単位に関すると判定する。しかし、ビデオ符号器２０は、こ
の場合に、第３の受け取られたＮＡＬ単位を、第２の復号単位に関連付けた（やはり、第
２のＮＡＬ単位は失われる）。したがって、ビデオ復号器３０は、ビデオ復号器３０が第
３の受け取られたＮＡＬ単位を第２の復号単位に関連付けなければならかった時に、第３
の受け取られたＮＡＬ単位を第１の復号単位に誤って関連付けた。
【００９４】
　[0100]いくつかの例では、ｎｕｍ＿ｎａｌｕｓ＿ｉｎ＿ｄｕ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］構文
要素に加えてまたはその代わりに、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位
に関連するのかを、ＳＥＩメッセージの位置に基づいて判定することができる。一例とし
て、ビデオ符号器２０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを示すために、
アクセス単位内のサブピクチャタイミング（ＳＰＴ）ＳＥＩメッセージの位置を利用する
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ことができ、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定
するために、アクセス単位内のサブピクチャタイミングＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの位置
を利用することができる。
【００９５】
　[0101]たとえば、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージは、復号単位に関連するＳＥＩ　ＮＡＬ単
位の一部である。ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージは、復号単位がＣＰＢから除去されなければ
ならない時を示す情報を提供することができる。いくつかの例では、次のＳＰＴ　ＳＥＩ
メッセージまでＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを含まないＳＥＩ　ＮＡＬ単位に続くすべての
ＮＡＬ単位は、復号単位に関連すると考えられる。言い替えると、第１のＳＰＴ　ＳＥＩ
メッセージと第２のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージとの間にはさまれたＮＡＬ単位と、第１の
ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位とは、すべて、１つの復号単位に関
連すると考えられる。
【００９６】
　[0102]この形で、ビデオ復号器３０のＣＰＢが、第１のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージと共
に第１のＳＥＩ　ＮＡＬ単位を受け取った後に、ビデオ復号器３０は、第１のＳＥＩ　Ｎ
ＡＬ単位および次のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを有する次のＳＥＩ　ＮＡＬ単位（すなわ
ち、第２のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを有する第２のＳＥＩ　ＮＡＬ単位）までのすべて
のＮＡＬ単位が第１の復号単位に関連すると判定することができる。ビデオ復号器３０は
、第２のＳＥＩ　ＮＡＬ単位および次のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを有する次のＳＥＩ　
ＮＡＬ単位（すなわち、第３のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを有する第３のＳＥＩ　ＮＡＬ
単位）までのすべてのＮＡＬ単位が第２の復号単位に関連するなどと判定することもでき
る。
【００９７】
　[0103]いくつかの場合に、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定するた
めにＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの位置に頼ることも、誤り耐性がない可能性がある。一例
として、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの位置が、どのＮＡＬ単位が復号単位に関連するのか
を定義するので、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージは、１つの復号単位内（すなわち、復号順序
において、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージに直接に続くＮＡＬ単位の後、復号単位内の最後の
ＮＡＬ単位の前）で繰り返され得ない。たとえば、復号単位が４つのＮＡＬ単位を含むと
仮定する。この例では、第１のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージは、その４つのＮＡＬ単位に先
行するはずであり、第２のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージは、その４つのＮＡＬ単位に続くは
ずである。ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージが、２つのＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの間に挿入さ
れた場合に、ビデオ復号器３０は、最初の２つのＮＡＬ単位が、第１の復号単位に関し、
第２の２つのＮＡＬ単位が、第２の異なる復号単位に関すると誤って判定するはずである
。
【００９８】
　[0104]しかし、関係するビデオデータが、コピーのうちの１つが失われる場合に別のコ
ピーから回復され得るようにするために、復号単位内にＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの１つ
または複数のコピーを含めることが有益である可能性がある。上で説明されたように、Ｓ
ＰＴ　ＳＥＩメッセージは、復号単位がＣＢＰから除去されなければならない時を示す情
報を含むことができる。たとえば、誤りを起こしやすい環境またはロッシイな環境では、
ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージが失われる可能性があり、復号単位が除去されなければならな
い時を示すＳＰＴ　ＳＥＩメッセージ内の情報が、失われる可能性がある。
【００９９】
　[0105]たとえば、上で説明されたように、アクセス単位は、ピクチャのビデオデータを
含み、復号単位は、アクセス単位のサブセットである（ＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが１
であると仮定して）。したがって、復号単位は、いくつかの例で、ピクチャの１つまたは
複数のスライス（すなわち、ピクチャの副部分）のビデオデータを含む。ソースデバイス
１２は、復号単位の１つまたは複数のスライスをパケット（たとえば、リアルタイムトラ
ンスポートプロトコル（ＲＴＰ）パケット）内で出力することができる。ＳＰＴ　ＳＥＩ
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メッセージを含むパケットが失われる場合に、ビデオ復号器３０は、復号単位の他のパケ
ットのサブピクチャタイミング情報（たとえば、ＣＰＢからの除去時間）を正確に判定で
きない可能性がある。
【０１００】
　[0106]各パケットが、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージを含む場合には、ビデオ復号器３０が
、複数のパケットのうちの別のパケットのＳＰＴ　ＳＥＩメッセージのコピーからＳＰＴ
　ＳＥＩメッセージのサブピクチャタイミング情報を判定できるので、１つのパケットの
消失は、復号プロセスに影響しないはずである。しかし、いくつかの他の技法では、ビデ
オ復号器３０が、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連したのかを判定するのにＳＥＩメ
ッセージの位置を使用したので、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージは、繰り返され得ない。言い
替えると、復号単位内でのＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの繰返しの禁止は、どのＮＡＬ単位
がどの復号単位に関連するのかを判定するためのより誤り耐性の低い方式をもたらす。い
くつかの例では、本開示の技法は、復号単位内でのＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの繰返しの
禁止を除去することができる。
【０１０１】
　[0107]下でより詳細に説明するように、本開示は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関
連するのかをビデオ復号器３０が誤り耐性がある形で判定することを可能にする例の技法
を説明する。たとえば、ビデオ符号器２０は、復号単位の識別子を出力のために生成し、
出力することができる。ビデオ復号器３０は、ＮＡＬ単位の個数を示す情報に頼ることが
復号単位とＮＡＬ単位が受け取られる順序とに関連するのではなく、ＳＰＴ　ＳＥＩメッ
セージの位置に頼るのでもなく、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定す
るのにこの識別子を利用することができる。復号単位識別子の出力および受取は、ＳＰＴ
　ＳＥＩメッセージの複数のコピーをも可能にすることができ、これは、ＣＰＢからの復
号単位の除去時間を判定する、ビデオ復号器３０の能力の誤り耐性をさらに高める。
【０１０２】
　[0108]上は、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージが復号単位内で繰り返されることが許容されな
い例を説明した。いくつかの場合に、さまざまな他のタイプのＳＥＩメッセージも、復号
単位内で繰り返されることを禁止される可能性がある。たとえば、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセ
ージではなく、ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位のｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ
＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓが、０と等しいことを示す任意のＳＥＩメッセージは、復号順序
において最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、最後のＮＡＬ単位の前のＳＥＩメッセージを含
むアクセス単位内で繰り返されることを許容されない場合がある。
【０１０３】
　[0109]たとえば、いくつかの他の技法では、ＳＥＩメッセージは、ビデオ復号器３０が
新しいアクセス単位を処理しようとしていることを判定するのに使用される。言い替える
と、コーディングされたビットストリーム内のＳＥＩメッセージの位置は、アクセス単位
の始めを示す。ＳＥＩメッセージが、アクセス単位内で繰り返される場合に、ビデオ復号
器３０は、新しいアクセス単位が処理されようとしていると誤って判定する可能性がある
。ＳＥＩメッセージが、新しいアクセス単位を示したので、ＳＥＩメッセージのコピーは
、これらの他の技法では禁止される可能性がある。
【０１０４】
　[0110]上に似て、アクセス単位が、誤りを起こしやすい環境で送信される複数のスライ
スを含む場合には、パケットが失われる場合にＳＥＩメッセージがアクセス単位の他のパ
ケットのうちの１つまたは複数から回復され得るようにするために、各パケット内にＳＥ
Ｉメッセージのコピーを含めることが有益である可能性がある。より詳細に説明されるよ
うに、本開示で説明される技法は、さまざまなＳＥＩメッセージの複数のコピーがアクセ
ス単位内で繰り返されることを可能にすることができる。
【０１０５】
　[0111]たとえば、ビデオ復号器３０は、新しいアクセス単位が処理されようとしている
ことを判定するために、ＳＥＩメッセージに頼る必要がない。そうではなく、ビデオ復号
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器３０は、新しいアクセス単位が処理されようとしていることを判定するために、ある他
のヘッダ情報に頼ることができる。ＳＥＩメッセージの存在が、新しいアクセス単位が処
理されようとしていることを示すことから分離されるので、ビデオ符号器２０は、アクセ
ス単位内にＳＥＩメッセージの複数のコピーを含めることができ、ビデオ復号器３０は、
新しいアクセス単位が処理されようとしていることを判定せずに、同一のアクセス単位内
のＳＥＩメッセージの複数のコピーを処理することができる。
【０１０６】
　[0112]本開示で説明される技法では、ビデオ符号器２０は、各復号単位内で識別子（復
号単位識別子、ＤＵ識別子、またはＤＵ　ＩＤと呼ばれる）をシグナリングすることがで
きる。ＤＵ識別子は、復号単位を一意に識別する識別子である。たとえば、復号順序にお
いてアクセス単位内の第１の復号単位のＤＵ識別子は、０とすることができ、復号順序に
おいてアクセス単位内の第２の復号単位のＤＵ識別子は、１とすることができ、以下同様
である（すなわち、最初の復号単位のＤＵ識別子は、０であり、後続の復号単位ごとに、
ＤＵ識別子の値は１つ増える）。復号単位識別子を用いて復号単位を一意に識別する他の
形が可能であり、技法は、復号順序において復号単位ごとにＤＵ識別子を増やすことに限
定されると考えられてはならない。
【０１０７】
　[0113]ビデオ符号器２０がＤＵ識別子をシグナリングする、さまざまな形がある可能性
がある。たとえば、ビデオ符号器２０は、復号単位のスライスのスライスヘッダ内および
／またはＳＥＩメッセージ（たとえば、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージ）内で、あるいは任意
の他の形で、ＤＵ識別子をシグナリングすることができる。この場合に、復号単位へのＮ
ＡＬ単位の関連付けは、シグナリングされたＤＵ識別子に基づく。ＤＵ識別子を、ＮＡＬ
単位ヘッダなどの他の位置に含めることも可能である可能性がある。
【０１０８】
　[0114]ＮＡＬ単位が、１つまたは複数のスライスに関する場合に、ビデオ復号器３０は
、どの復号単位に関して、ＮＡＬ単位がスライスヘッダ内のＤＵ識別子から関連付けられ
るのかを判定することができる。したがって、ＮＡＬ単位内に消失がある場合であっても
、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかをＤＵ識別子に基
づいて判定できる可能性がある。
【０１０９】
　[0115]ＳＥＩメッセージがＤＵ識別子を含む例では、ＳＥＩメッセージ（たとえば、Ｓ
ＰＴ　ＳＥＩメッセージ）が失われることが可能である可能性があり、その場合には、Ｄ
Ｕ識別子が失われる可能性がある。いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、ＤＵ識別子
が失われる可能性を最小にするために、復号単位内にＳＰＴ　ＳＥＩメッセージのコピー
を含めることができる。たとえば、上で説明されたように、いくつかの場合に、復号単位
内のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの位置は、どのＮＡＬ単位が復号単位に関連するのかを示
すことができ、これは、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの複数のコピーが存在することができ
ないことを意味する。本開示で説明される技法では、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単
位がどの復号単位に関連するのかを判定するために、ＤＵ識別子を利用することができる
。したがって、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判
定するために、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの位置に頼る必要がない。これは、ビデオ符号
器２０が、コーディングされたビットストリーム内で復号単位内にＳＰＴ　ＳＥＩメッセ
ージの複数のコピーを含めることを可能にし、これは、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの各コ
ピーがＤＵ識別子を含む場合に、ＤＵ識別子が失われる確率を下げる。
【０１１０】
　[0116]上で説明されたように、いくつかの例では、ＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメッセ
ージを含むアクセス単位内で、復号順序において最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位に続くことを
許されない。いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、すべてのＳＥＩメッセージが、Ｓ
ＥＩメッセージを含むアクセス単位内で、復号順序において最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位に
続くことを許すことができる。しかし、ＳＥＩメッセージは、アクセス単位内で、復号順
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序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後に位置決めされ得ない。
【０１１１】
　[0117]一例として、ビデオ符号器２０は、復号順序において最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位
の前にＳＥＩメッセージを含めることができる。ビデオ符号器２０は、アクセス単位内で
復号順序において最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後にＳＥＩメッセージのコピーを含めるこ
とができる。この例では、ビデオ符号器２０が、アクセス単位内で復号順序において最後
のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後にＳＥＩメッセージのコピーを含めることはできない。
【０１１２】
　[0118]ビデオ符号器２０が、復号単位内またはアクセス単位内でさまざまなタイプのＳ
ＥＩメッセージを繰り返すことを可能にする例では、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメッセ
ージに関する追加情報を指定することができる。一例として、ビデオ符号器２０は、ＳＥ
Ｉメッセージ内に担持される情報が適用される適用範囲を指定することができる。もう１
つの例として、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメッセージが、アクセス単位内および／また
は復号単位内で存在することができる場所を指定することができる。もう１つの例として
、ビデオ符号器２０は、特定のタイプのＳＥＩメッセージの複数のインスタンスの内容に
関する制限をセットすることができる。
【０１１３】
　[0119]ビデオ復号器３０は、ＮＡＬ単位内のデータを復号するために、ＳＥＩメッセー
ジのそのような情報を利用する。いくつかの例では、ビデオ復号器３０は、特定のタイプ
のＳＥＩメッセージの複数のインスタンスの内容に関する制限を示す情報などのＳＥＩメ
ッセージの情報を用いて事前に構成され、またはＳＥＩメッセージがアクセス単位内およ
び／もしくは復号単位内で配置され得る場所の情報を用いて事前に構成され得る。これら
の場合に、ビデオ符号器２０が、ＳＥＩメッセージが存在できる場所を指定し、または特
定のタイプのＳＥＩメッセージの複数のインスタンスの内容に関する制限を示す情報をシ
グナリングすることが、必要ではない場合がある。
【０１１４】
　[0120]上で説明されたように、アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャのビデオデ
ータを含む。いくつかの例では、アクセス単位は、複数のレイヤのビデオデータを含むこ
とができ、ビデオ符号器２０は、ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉ
ｎｇ（ＨＥＶＣ）標準規格のマルチレイヤ拡張におけるものなど、複数のレイヤを有する
ビデオビットストリームを符号化することができる。
【０１１５】
　[0121]複数のレイヤは、ベースレイヤと１つまたは複数の非ベースレイヤとを含む。い
くつかの例では、ベースレイヤは、ピクチャを構成するビデオデータを含むことができ、
非ベースレイヤは、ベースレイヤのピクチャの品質を高めるビデオデータを含む空間また
は品質エンハンスメントレイヤ（ｓｐａｔｉａｌ　ｏｒ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｅｎｈａｎｃ
ｅｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ）とすることができる。いくつかの例では、そのようなマルチビ
ュービデオコーディングのための、ベースレイヤは、特定のビュー（たとえば、インター
予測の他のビューを必要としないベースビュー）のピクチャのビデオデータを含むことが
でき、非ベースレイヤは異なるビューのテクスチャと、異なるビューの深さと、他のその
ような例とを含むことができる。
【０１１６】
　[0122]本開示で説明される技法では、ビデオ符号器２０は、異なるチャネル内で異なる
レイヤをトランスポートすることができる（たとえば、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ　６１９０（ｈ
ｔｔｐ：／／ｔｏｏｌｓ．ｉｅｔｆ．ｏｒｇ／ｒｆｃ／ｒｆｃ６１９０．ｔｘｔで公に入
手可能）で同様に定義されるマルチセッション伝送（ＭＳＴ）を使用して。本開示で説明
される技法は、マルチセッション伝送が複数レイヤの符号化に利用される例に拡張可能で
ある。たとえば、アクセス単位内で最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後にＳＥＩメッセージを
含める、本開示で説明される技法は、マルチセッション伝送の例にも適用可能である。一
例として、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位をアクセス単位の最初のＶＣＬ　Ｎ
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ＡＬ単位の前に移動する必要なしに、アクセス単位内の２つの連続するＶＣＬ　ＮＡＬ単
位の間にＳＥＩ　ＮＡＬ単位を含めることができる。
【０１１７】
　[0123]ＳＥＩ　ＮＡＬ単位は、マルチセッション伝送技法のＳＥＩメッセージを含むの
で、ビデオ復号器３０は、より単純化された形でパケット化解除プロセスを実施できる可
能性がある。たとえば、ビデオ復号器３０は、アクセス単位の始めからのすべてではなく
、アクセス単位内からマルチセッション伝送技法のＳＥＩメッセージを復号できる可能性
がある。ＳＥＩメッセージの複数のコピーが、アクセス単位全体を通じて入手可能なので
、ビデオ復号器３０は、より効率的な形で、受け取られたパケットをパケット化解除でき
る可能性がある。
【０１１８】
　[0124]本開示の技法は、お互いに関連してまたは別々に適用され得る。たとえば、ビデ
オ符号器２０がＤＵ識別子を含む場合に、ビデオ符号器２０は、必ずしもすべての例でＳ
ＰＴ　ＳＥＩメッセージの複数のコピーを含める必要があるのではなく、いくつかの例で
ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの複数のコピーを含めることができる。もう１つの例として、
ビデオ符号器２０は、ビデオ符号器２０がＤＵ識別子を含まない場合であっても、さまざ
まなタイプのＳＥＩメッセージの複数のコピーを含めることができる。もう１つの例とし
て、ビデオ符号器２０がＤＵ識別子を含む例で、ビデオ符号器２０は、必ずしもＳＰＴ　
ＳＥＩメッセージ以外のＳＥＩメッセージの複数のコピーを含める必要がない。一般に、
本開示で説明される技法は、情報がシグナリングにおいて失われる可能性がある誤りを起
こしやすい環境のために誤り耐性の方式を提供する点で有利である可能性がある。
【０１１９】
　[0125]上で説明されたように、一例で、ビデオ符号器２０は、スライスヘッダ内にＤＵ
識別子を含める。下の表２は、ビデオ符号器２０がスライスヘッダ内にＤＵ識別子を含め
ることができる形と、ビデオ復号器３０がＤＵ識別子を判定するためにスライスヘッダを
解析できる形との例の擬似コードを提供する。
【表２】

【０１２０】
　[0126]この例では、ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄは、ＤＵ識別子を指し、スライ
スが属する復号単位の識別子を指定する。ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄの値は、両
端を含んで０からＰｉｃＳｉｚｅＩｎＣｔｂｓＹ－１までの範囲内とすることができる。
ＰｉｃＳｉｚｅＩｎＣｔｂｓＹは、ピクチャ内のコーディングツリー単位（ＣＴＵ：codi
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ng tree unit）の個数を示すことができ、これは、ピクチャのルマ成分のコーディングツ
リーブロック（ＣＴＢ：coding treeblock）の個数と等しい。
【０１２１】
　[0127]ビデオ符号器２０が、スライスヘッダ内に復号単位識別子を含む例では、ＤＵ識
別子（たとえば、ＤＵ　ＩＤまたはｄｕＩＤ）の特定の値によって識別される復号単位は
、ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄがＤＵ識別子と等しいすべてのコーディングされた
スライスＮＡＬ単位と、アクセス単位内のそれらに関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位とを含
むことができ、それらだけを含むことができる。１つのアクセス単位内で、それぞれｄｕ
ＩＤａおよびｄｕＩＤｂ（ｄｕＩＤａはｄｕＩＤｂより小さい）と等しいｄｅｃｏｄｉｎ
ｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄを有する任意の２つの復号単位（たとえば、復号単位Ａおよび復号単
位Ｂ）について、復号単位Ａは、復号順序において復号単位Ｂに先行することができる。
言い替えると、より小さいＤＵ識別子を有する復号単位は、復号順序においてより大きい
ＤＵ識別子を有する復号単位に先行する。さらに、ある復号単位のＮＡＬ単位は、復号順
序において、別の復号単位の２つのＮＡＬ単位の間に存在することができない。言い替え
ると、上の例では、ある復号単位のＮＡＬ単位は、連続する。
【０１２２】
　[0128]上で説明されたように、いくつかの例で、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメッセー
ジ（たとえば、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージ）内にＤＵ識別子を含めることができ、ＳＰＴ
　ＳＥＩメッセージは、復号単位が除去されるべき時を示す情報を含む。以下は、ビデオ
符号器２０がＳＥＩメッセージ内にＤＵ識別子を含める、いくつかの例の技法を説明する
ものである。混乱を避けるために、以下では、サブピクチャタイミング（ＳＰＴ）ＳＥＩ
メッセージの名前が、復号単位情報ＳＥＩメッセージに変更される。言い替えると、いく
つかの例で、ビデオ符号器２０は、ＣＰＢからの復号単位の除去時間を示す情報をも含む
ＳＥＩメッセージ内でＤＵ識別子を出力し、ビデオ復号器３０は、これを受け取る。
【０１２３】
　[0129]下の表３は、ビデオ符号器２０がＳＥＩメッセージ内にＤＵ識別子を含めること
ができる形と、ビデオ復号器３０がＤＵ識別子を判定するためにＳＥＩメッセージを解析
することができる形との例の擬似コードを提供する。以下では、サブピクチャタイミング
（ＳＰＴ）ＳＥＩメッセージの名前が、復号単位情報ＳＥＩメッセージに変更され、構文
および意味論は、次の通りとすることができる。他の部分は、ＨＥＶＣ　ＷＤ８と同一で
あるが、「サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージ」が「復号単位情報ＳＥＩメッセー
ジ」に置換される。復号単位情報ＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメッセージに関連する復号
される単位のＣＰＢ除去時間（たとえば、ＣＰＢ除去遅延情報）を提供することができる
。
【表３】

【０１２４】
　[0130]ＨＥＶＣ　ＷＤ８では、サブピクチャタイミング（ＳＰＴ）ＳＥＩメッセージは
、表３に類似するものとすることができる。しかし、ＨＥＶＣ　ＷＤ８のＳＰＴ　ＳＥＩ
メッセージは、ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄ構文要素を含まず、ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒ
ｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ構文要素だけを含んだ。本開示で説明される例の技法のいくつ
かでは、ＳＥＩメッセージがｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄをも含むので、ＳＰＴ　
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ＳＥＩメッセージは、復号単位情報ＳＥＩメッセージに改名される。
【０１２５】
　[0131]いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、構文要素を出力のために生成し、出力
し、ビデオ復号器３０は、ビットストリーム内の復号単位情報ＳＥＩメッセージの存在を
示す構文要素を受け取る。一例として、ビデオ符号器２０は、ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓ
ＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇとｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆ
ｌａｇとを出力する。ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが１と等しく、
ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが１と等しい場合に
、ビデオ復号器３０は、１つまたは１つより多数の復号単位情報ＳＥＩメッセージが、コ
ーディングされたビデオシーケンス内の各復号単位内に存在する（すなわち、１つまたは
複数の復号単位情報ＳＥＩメッセージ）と判定することができる。ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａ
ｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０と等しい、またはｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍ
ｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが０と等しい場合には、ビデオ復号器３０は、復号単位情
報ＳＥＩメッセージが、コーディングされたビデオシーケンスのどのアクセス単位内にも
存在しないと判定することができる。
【０１２６】
　[0132]本開示で説明される１つまたは複数の例によれば、復号単位情報ＳＥＩメッセー
ジに関連するＮＡＬ単位とも呼ばれる、復号単位情報ＳＥＩメッセージが適用されるＮＡ
Ｌ単位は、復号順序において、復号単位情報ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位
と、ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄの異なる値を有する復号単位情報ＳＥＩメッセー
ジを含む任意の後続のＳＥＩ　ＮＡＬ単位まででこれを含まない、アクセス単位内のすべ
ての後続のＮＡＬ単位とからなる。これらの例では、ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄ
の定義は、表２に関して上で説明されたｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄの定義と同一
とすることができるが、ＳＥＩメッセージ（たとえば、復号単位情報ＳＥＩメッセージ）
内に含まれる。たとえば、ＤＵ識別子（たとえば、ＤＵ　ＩＤまたはｄｕＩＤ）の特定の
値によって識別される復号単位は、アクセス単位内のＤＵ識別子と等しいｄｅｃｏｄｉｎ
ｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄを有するすべての復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連するすべての
ＮＡＬ単位を含むことができ、それらだけを含むことができる。上と同様に、より小さい
復号単位識別子を有する復号単位は、復号順序において、より大きい復号単位識別子を有
する復号単位より前にある。上と同様に、ある復号単位のＮＡＬ単位は、復号順序におい
て、別の復号単位の２つのＮＡＬ単位の間に存在することができない。
【０１２７】
　[0133]ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、先行するアクセス単位内の最も
最近のバッファリング期間ＳＥＩメッセージに関連するアクセス単位内の最初の復号単位
のＣＰＢからの除去の後に、ビデオ復号器３０が復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連す
る復号単位をＣＰＢから除去する前に、ビデオ復号器３０が何個のサブピクチャクロック
ティックを待たなければならないのかを指定する。この値は、ＨＥＶＣ　ＷＤ８のＡｎｎ
ｅｘ　Ｃで指定されているように、仮想ストリームスケジューラ（ＨＳＳ）のＣＰＢへの
復号単位データの到着の最も早い可能な時刻を計算するのにも使用され得る。
【０１２８】
　[0134]構文要素を、そのビット単位の長さがｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌ
ｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長コードによって表すことができ
る。ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、ｍｏｄｕｌｏ　２(cpb_removal_del

ay_length_minus1+1)カウンタの剰余とすることができる。
【０１２９】
　[0135]いくつかの例で、構文要素ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙの長さ（
ビット単位）を決定するｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕ
ｓ１の値は、復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連するコーディングされたピクチャにつ
いてアクティブなシーケンスパラメータセット内でコーディングされたｃｐｂ＿ｒｅｍｏ
ｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１の値とすることができる。しかし、ｄ
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ｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、異なるコーディングされたビデオシーケン
スのアクセス単位である可能性がある、バッファリング期間ＳＥＩメッセージを含む先行
するアクセス単位内の最初の復号単位の除去時間に対する相対的なサブピクチャクロック
ティックの個数を指定する。
【０１３０】
　[0136]表３は、復号単位情報ＳＥＩメッセージが、以前にＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの
一部であった情報を含み、メッセージに関連する復号単位のＤＵ識別子をさらに含んだの
で、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの名前が復号単位情報ＳＥＩメッセージに変更された、復
号単位情報ＳＥＩメッセージの一例の例の擬似コードを提供した。いくつかの例では、潜
在的に、サブピクチャタイミング（ＳＰＴ）ＳＥＩメッセージに対する他の変更がある可
能性がある。
【０１３１】
　[0137]たとえば、それぞれの内容全体が参照によって本明細書に組み込まれている、２
０１２年９月２４日に出願した米国特許仮出願第６１／７０５，１１９号（以下では出願
’１１９）および２０１２年１０月１日に出願した米国特許仮出願第６１／７０８，４７
５号（以下では出願’４７５）は、ＨＥＶＣ　ＷＤ８に記載のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージ
に対するＳＰＴ　ＳＥＩメッセージに対するいくつかの可能な変更を説明するものである
。出願’１１９および出願’４７５は、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージにアプリケーション動
作点構文構造を含めることと、ｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ構文要素を下
で定義されるｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙに変更することとを説
明するものである。
【０１３２】
　[0138]本開示で説明される技法は、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージがＨＥＶＣ　ＷＤ８から
出願’１１９および出願’４７５のＳＰＴ　ＳＥＩメッセージに変化した例にも適用可能
である。下の表４は、ビデオ符号器２０がＳＥＩメッセージの代替の例でＤＵ識別子をシ
グナリングできる形と、ビデオ復号器３０がＤＵ識別子を判定するためにＳＥＩメッセー
ジを解析できる形との例の擬似コードを提供する。復号単位情報ＳＥＩメッセージが、出
願’１１９および出願’４７５に記載されているように、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージ内の
情報に加えて、ＤＵ識別子を含むので、表３と同様に、混乱を避けるために、ＳＰＴ　Ｓ
ＥＩメッセージの名前は、復号単位情報ＳＥＩメッセージに変更される。
【表４】

【０１３３】
　[0139]１と等しいｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｔｉｍｉｎ
ｇ＿ｓｅｉ＿ｆｌａｇは、サブピクチャレベルＣＰＢ除去遅延パラメータが、ピクチャタ
イミングＳＥＩメッセージ内に存在し、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージが、存
在しないことを指定する。０と等しいｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｉｎ＿ｐ
ｉｃ＿ｔｉｍｉｎｇ＿ｓｅｉ＿ｆｌａｇは、サブピクチャレベルＣＰＢ除去遅延パラメー
タが、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージ内に存在し、ピクチャタイミングＳＥＩ
メッセージが、サブピクチャレベルＣＰＢ除去遅延パラメータを含まないことを指定する
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。
【０１３４】
　[0140]表３に関する上記と同様に、復号単位情報ＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメッセー
ジに関連する復号単位のＣＰＢ除去遅延情報を提供する。以下は、復号単位情報ＳＥＩメ
ッセージの構文と意味論とにあてはまる可能性がある。
【０１３５】
　[0141]構文要素ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ、
ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｔｉｍｉｎｇ＿ｓｅｉ＿ｆｌａ
ｇ、およびｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１と変数Ｃ
ｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇとは、復号単位情報ＳＥＩメッセージが
適用される動作点のいずれにも適用可能なｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（　）構文要素
とｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｈｒｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（　）構文要素とに見出される構
文要素に見出されまたはそれから導出され得る。ビットストリーム（またはその一部）は
、復号単位情報ＳＥＩメッセージが適用される動作点のいずれかに関連するビットストリ
ームサブセット（またはその一部）を指す。
【０１３６】
　[0142]表３に関する上記に似て、ビデオ符号器２０は、ビデオ復号器３０がビットスト
リーム内の復号単位ＳＥＩメッセージの存在を判定するのに利用するＣｐｂＤｐｂＤｅｌ
ａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦｌａｇとｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎ
ｔ＿ｆｌａｇとを出力する。表４の例では、ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰｒｅｓｅｎｔＦ
ｌａｇが１と等しく、ｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａ
ｇが１と等しい場合に、ビデオ復号器３０は、指定された動作点に適用可能な１つの復号
単位情報ＳＥＩメッセージが、コーディングされたビデオシーケンス内の各復号単位に存
在すると判定することができる。そうではない（たとえば、ＣｐｂＤｐｂＤｅｌａｙｓＰ
ｒｅｓｅｎｔＦｌａｇが０と等しいまたはｓｕｂ＿ｐｉｃ＿ｃｐｂ＿ｐａｒａｍｓ＿ｐｒ
ｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが０と等しい、のいずれか）場合に、ビデオ復号器３０は、指定さ
れた動作点に適用可能な復号単位情報ＳＥＩメッセージが、コーディングされたビデオシ
ーケンス内に存在しないと判定することができる。
【０１３７】
　[0143]表３に関する説明に似て、復号単位情報ＳＥＩメッセージが適用されるＮＡＬ単
位は、復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連するＮＡＬ単位とも呼ばれるが、復号順序に
おいて、復号単位情報ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位と、ｄｅｃｏｄｉｎｇ
＿ｕｎｉｔ＿ｉｄの異なる値を有する復号単位情報ＳＥＩメッセージを含むすべての後続
のＳＥＩ　ＮＡＬ単位まででこれを含まないアクセス単位内のすべての後続のＮＡＬ単位
とからなる。ｄｅｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｉｄの定義は、上で表３に関して説明された
ものと同一とすることができ、より小さいＤＵ識別子を有する復号単位は、復号順序にお
いて、より大きいＤＵ識別子を有する復号単位より前にある。表４の例では、ｄｕ＿ｓｐ
ｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、復号順序において復号単位情報ＳＥＩメッ
セージを含む現在のアクセス単位内の最後の復号単位のＣＰＢからの除去と復号単位情報
ＳＥＩメッセージに関連する復号単位との間のサブピクチャクロックティックの単位の（
ＨＥＶＣ　ＷＤ８のｓｕｂｃｌａｕｓｅ　Ｅ．２．１を参照されたい）持続時間を指定す
ることができる。この値は、ＨＥＶＣ　ＷＤ８のＡｎｎｅｘ　Ｃで指定されているように
、仮想シーケンススケジューラ（ＨＳＳ）のＣＰＢへの復号単位データの到着の最も早い
可能な時刻を計算するのにも使用され得る。この構文要素は、そのビット単位の長さがｄ
ｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与
えられる固定長コードによって表され得る。復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連する復
号単位が、現在のアクセス単位内の最後の復号単位である時に。ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿
ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙの値は、０と等しいものとすることができる。
【０１３８】
　[0144]代替案では、ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙは、復号順序
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において復号単位情報ＳＥＩメッセージを含む現在のアクセス単位内の次の復号単位のＣ
ＰＢからの除去と、復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連する復号単位との間のサブピク
チャクロックティックの単位の（ｓｕｂｃｌａｕｓｅ　Ｅ．２．１を参照されたい）持続
時間を指定することができる。この値は、ＨＥＶＣ　ＷＤ８のＡｎｎｅｘ　Ｃで指定され
ているように、ＨＳＳのＣＰＢへの復号単位データの到着の最も早い可能な時刻を計算す
るのにも使用され得る。この構文要素は、そのビット単位の長さがｄｕ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍ
ｏｖａｌ＿ｄｅｌａｙ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１＋１によって与えられる固定長コー
ドによって表される。復号単位情報ＳＥＩメッセージに関連する復号単位が、現在のアク
セス単位内の最後の復号単位である時に、ｄｕ＿ｓｐｔ＿ｃｐｂ＿ｒｅｍｏｖａｌ＿ｄｅ
ｌａｙの値は、０と等しいものとすることができる。その代わりに、復号単位情報ＳＥＩ
メッセージが、各アクセス単位内の最後の復号単位に関連しないものとすることができる
。
【０１３９】
　[0145]上の例は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定するのにビデオ
復号器３０が利用する復号単位識別子をシグナリングする技法を説明した。たとえば、ス
ライスヘッダが、復号単位識別子を示す場合に、ビデオ復号器３０は、スライスを含むＮ
ＡＬ単位が、スライスヘッダ内で示された復号単位に関連すると判定することができる。
もう１つの例として、ＳＥＩメッセージ（たとえば、復号単位情報ＳＥＩメッセージ）が
、復号単位識別子を示す場合に、ビデオ復号器３０は、前のＳＥＩメッセージの復号単位
識別子とは異なる復号単位識別子を有する復号単位情報ＳＥＩメッセージを含む次のＳＥ
Ｉ　ＮＡＬ単位までのＳＥＩメッセージに続くすべてのＮＡＬ単位を判定する。これは、
ビデオ符号器２０が、復号単位情報ＳＥＩメッセージの複数のコピーを含めることを可能
にし、これは同様に、ビデオ復号器３０が、他の復号単位情報ＳＥＩメッセージのうちの
１つが送信で失われる場合に複数の復号単位情報ＳＥＩメッセージのうちの１つからＣＰ
Ｂからの復号単位の除去時間を判定することを可能にする。
【０１４０】
　[0146]いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、さまざまなタイプのＳＥＩメッセージ
の複数のコピーを出力のために生成し、出力することができ、ビデオ復号器３０は、それ
らを受け取ることができる。上で説明されたように、次の態様が、すべてのＳＥＩメッセ
ージについて指定される：ａ）ＳＥＩメッセージ内で担持される情報が適用される適用範
囲と、ｂ）ＳＥＩメッセージが存在することができる場所と、ｃ）特定のタイプのＳＥＩ
メッセージの複数のインスタンスの内容に関する制限。
【０１４１】
　[0147]次の規約が、適用範囲と、メッセージが存在することができる場所と、複数イン
スタンスＳＥＩメッセージの内容に関する制限とを記述するために仮定される。ＳＥＩメ
ッセージは、そのＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位のＮＡＬ単位ヘッダ内のｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値に関連すると考えられる。以下では
、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓが、スケーラブルビデオコーディン
グのレイヤを識別するので、「レイヤＩＤ」が、「ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ
＿６ｂｉｔｓ」と交換可能に使用される。
【０１４２】
　[0148]上と同様に、頭字語ＡＵは、アクセス単位を表す。各バッファリング期間ＳＥＩ
メッセージ、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ、またはサブピクチャタイミングＳＥ
Ｉメッセージの適用可能な動作点は、出願’１１９および出願’４７５で指定される通り
である。動作点は、ＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと表されるｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚ
ｅｒｏ＿６ｂｉｔｓ値のセットと、ＯｐＴｉｄと表される時間識別値（Ｔｅｍｐｏｒａｌ
Ｉｄ）と、独立に復号可能な入力としてＯｐＴｉｄおよびＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと共
にＨＥＶＣ　ＷＤ８のｓｕｂ－ｃｌａｕｓｅ　１０．１で指定されるサブビットストリー
ム抽出プロセスの出力として導出される関連するビットストリームサブセットとによって
識別される。
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【０１４３】
　[0149]ピクチャのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値は、そのピクチャが他のピクチャのインター
予測に使用され得るかどうかを示す。たとえば、第１のピクチャは、第１のピクチャのＴ
ｅｍｐｏｒａｌＩｄ値が第２のピクチャのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値より大きい場合に、第
２のピクチャのインター予測に使用され得ない。この形で、最大のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ
値を有するピクチャは、そのピクチャが残りのピクチャのいずれのインター予測にも使用
され得ないので、ビデオ復号に対する影響を全く伴わずに除去（抽出）され得る。同様に
、最大のおよび次に最大のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値を有するピクチャは、これらのピクチ
ャが残りのピクチャのいずれのインター予測にも使用され得ないので、ビデオ復号に対す
る影響を全く伴わずに除去され得、以下同様である。ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値に基づくそ
のようなピクチャの除去は、ビデオ復号に影響せず、帯域幅利用を改善する（たとえば、
ピクチャの除去に起因して）ことができるが、そのようなピクチャが除去される場合に、
ビデオの品質に対する悪影響がある場合がある。
【０１４４】
　[0150]ｓｕｂ－ｃｌａｕｓｅ　１０．１で指定されるサブビットストリーム抽出プロセ
スは、適合に関するある要件を記述するものである。一例として、両端を含む０から６ま
での範囲内の任意のターゲットの最大ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値を有するプロセスによって
ビットストリームから抽出された任意のサブビットストリームと、０と等しいｎｕｈ＿ｒ
ｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓの値だけを含むターゲットレイヤ識別子リストと
は、確認するビットストリームであると考えられる。
【０１４５】
　[0151]シーン期間は、シーン情報ＳＥＩメッセージを含むＡＵから始まり、復号順序に
おいて、シーン情報ＳＥＩメッセージまたはコーディングされたビデオシーケンスの終り
（どちらであれ、復号順序においてより早いもの）を含む次のＡＵまでのすべてのＡＵを
含むことができ、それらだけを含むことができる。ポストフィルタ期間は、ポストフィル
タヒントＳＥＩメッセージを含むＡＵから始まり、復号順序において、ポストフィルタヒ
ントＳＥＩメッセージまたはコーディングされたビデオシーケンスの終り（どちらであれ
、復号順序においてより早いもの）を含む次のＡＵまでのすべてのＡＵを含むことができ
、それらだけを含むことができる。
【０１４６】
　[0152]サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージが、復号単位ＩＤを含まない場合には
、復号単位は、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位から
、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージまたはＡＵの終り（どちらであれ、復号順序
においてより早いもの）を含む次のＳＥＩ　ＮＡＬ単位までのＡＵ内のＮＡＬ単位のセッ
トを含むことができ、それらだけを含むことができる。そうでない場合には、復号単位は
、サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単位から、復号単位Ｉ
Ｄの異なる値を有するサブピクチャタイミングＳＥＩメッセージまたはＡＵの終り（どち
らであれ、復号順序においてより早いもの）を含む次のＳＥＩ　ＮＡＬ単位までのＡＵ内
のＮＡＬ単位のセットを含むことができ、それらだけを含むことができる。
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【表５】

【０１４７】
　[0153]表５は、異なるタイプのＳＥＩメッセージを示し、異なるタイプのＳＥＩメッセ
ージと、アクセス単位の時間識別値と、制限があるかどうかおよびＳＥＩメッセージに対
する制限のタイプとの間の関係を示す。たとえば、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメッセー
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ジのタイプを判定することができ、アクセス単位の時間識別値を判定することができる。
時間識別値およびＳＥＩメッセージのタイプに基づいて、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメ
ッセージの存在が許容されるかどうかを判定することができる。
【０１４８】
　[0154]一例として、ＳＥＩメッセージタイプが、バッファ期間ＳＥＩメッセージである
と仮定する。この例では、時間識別値が０と等しくない場合に、ビデオ符号器２０は、バ
ッファ期間ＳＥＩメッセージの存在が許容されないと判定することができる。もう１つの
例として、ＳＥＩメッセージタイプが、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージであると仮
定する。この例では、時間識別値にかかわりなく、ビデオ符号器２０は、ピクチャタイミ
ングＳＥＩメッセージの存在が許容されると判定することができる。
【０１４９】
　[0155]本開示で説明される技法によれば、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０は
、本開示で説明される１つまたは複数の例の技法を実施するように構成されたビデオコー
ダの例である。たとえば、ビデオ符号器２０は、復号単位の識別子をシグナリングする（
たとえば、復号単位の識別子を符号化し、シグナリングする）ことができ、ビデオ復号器
３０は、復号単位の識別子を受け取る（たとえば、復号単位の識別子を受け取り、復号す
る）ことができる。この意味で、ビデオ符号器２０およびビデオ復号器３０などのビデオ
コーダは、復号単位の識別子をコーディングする（たとえば、符号化するか復号する）よ
うに構成され得る。
【０１５０】
　[0156]ビデオコーダは、あるアクセス単位内のある復号単位の識別子が、そのアクセス
単位内のすべての他の復号単位の識別子と異なるように、アクセス単位内の各復号単位の
一意の識別子をコーディングするように構成され得る。いくつかの例では、ビデオコーダ
は、復号単位のそれぞれの一意識別子に基づいて、ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）
単位をアクセス単位内の復号単位に関連付けることができる。また、いくつかの例では、
ビデオコーダは、復号単位内またはアクセス単位内で、付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセー
ジを繰り返すことができる。
【０１５１】
　[0157]各ＤＵをコーディングするために、ビデオコーダは、第１のＤＵの第１の識別子
をコーディングし、第２の異なるＤＵの第２の異なる識別子をコーディングすることがで
きる。この例では、第２の識別子は、第１の識別子を１つ増分したものとすることができ
る。
【０１５２】
　[0158]いくつかの例では、ビデオコーダは、スライスヘッダ内の復号ごとに一意識別子
をコーディングすることができる。これらの例では、一意識別子は、スライスが属する復
号単位を識別することができ、ビデオコーダは、スライスを含むＮＡＬ単位がスライスヘ
ッダ内の復号単位識別子によって識別される復号単位に関連することを判定することがで
きる。いくつかの例では、ビデオコーダは、ＳＥＩメッセージ内の復号単位の一意識別子
をコーディングすることができる。たとえば、ビデオコーダは、復号単位がコーディング
されたピクチャバッファ（ＣＰＢ）から除去されなければならない時に関する情報をも含
むＳＥＩメッセージ（たとえば、復号単位情報ＳＥＩメッセージ）内で一意識別子をコー
ディングすることができる。復号単位の一意識別子は、復号単位情報ＳＥＩメッセージを
含む復号単位を識別することができる。
【０１５３】
　[0159]１つまたは複数の例の技法では、ビデオコーダは、アクセス単位内の第１の復号
単位の第１識別子をコーディングし、そのアクセス単位内の第２の異なる復号単位の第２
の異なる識別子をコーディングすることができる。いくつかの例では、第１の識別子の値
が第２の識別子の値より小さい時に、第１の復号単位は、復号順序において第２の復号単
位に先行するものとすることができる。いくつかの例では、ビデオコーダは、復号順序に
おいてのアクセス単位内のすべての復号単位のリストへの復号単位のインデックスとして
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、各復号単位の一意識別子をコーディングすることができる。
【０１５４】
　[0160]いくつかの例では、ビデオコーダは、アクセス単位（ＡＵ）内で、第１のビデオ
コーディングレイヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位をコーディング
することができる。ビデオコーダは、復号順序において第１のＶＣＬ　ＮＡＬ単位に続く
付加拡張情報（ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ）（ＳＥＩ）メッセージをコーディングすることもできる。いくつかの例で
は、ビデオコーダは、ＳＥＩメッセージが復号順序においてＡＵ内の最後のＶＣＬ　ＮＡ
Ｌ単位に先行するようにＳＥＩメッセージをコーディングすることもできる。
【０１５５】
　[0161]図２Ａおよび図２Ｂは、本開示で説明される技法による、復号単位識別子を含む
アクセス単位の例を示す概念図である。図２Ａは、アクセス単位３４を示し、図２Ｂは、
アクセス単位５０を示す。アクセス単位３４およびアクセス単位５０は、少なくとも１つ
のピクチャを復号するのに必要なビデオデータ（たとえば、１つのピクチャまたは同一の
時間瞬間の異なるビューの複数のピクチャを復号するための１つまたは複数のレイヤ）を
含む。ビデオ符号器２０は、ビデオ復号器３０がリンク１６またはストレージデバイス３
２を介して受け取るコーディングされたビットストリームの一部として、アクセス単位３
４またはアクセス単位５０を出力する。
【０１５６】
　[0162]図２Ａおよび図２Ｂでは、アクセス単位３４およびアクセス単位５０は、複数の
復号単位を含み、これは、ビデオ符号器２０が、サブピクチャレベルでの動作がアクセス
単位３４およびアクセス単位５０について許容されることをビデオ復号器３０に示すため
に、アクセス単位３４およびアクセス単位５０のＳｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇを１として
出力したことを意味する。
【０１５７】
　[0163]図２Ａでは、アクセス単位３４は、復号単位３６Ａ～３６Ｃ（集合的に「復号単
位３６」と呼ばれる）を含む。復号単位３６Ａは、第１のＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａと第
２のＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ｂとを含む。ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａと３８Ｂの両方が、
復号単位３６Ａの除去時間に関する情報を示し、復号単位３６Ａの復号単位識別子をも含
むＳＥＩメッセージ（たとえば、復号単位情報ＳＥＩメッセージ）を含む。復号単位３６
Ａも、ＮＡＬ単位４０Ａ～４０Ｄを含む。
【０１５８】
　[0164]復号単位３６Ｂは、復号単位３６Ｂの除去時間に関する情報を示し、復号単位３
６Ｂの復号単位識別子をも含むＳＥＩメッセージを含む第３のＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２を
含む。復号単位３６Ｂの復号単位識別子は、復号単位３６Ａの復号単位識別子とは異なる
（たとえば、復号単位３６Ａの復号単位識別子より１つ大きい）。復号単位３６Ｂも、Ｎ
ＡＬ単位４４Ａと４４Ｂとを含む。
【０１５９】
　[0165]復号単位３６Ｃは、第４のＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ａと第５のＳＥＩ　ＮＡＬ単
位４６Ｂとを含む。ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ａと４６Ｂの両方が、復号単位３６Ｃの除去
時間に関する情報を示し、復号単位３６Ｃの復号単位識別子をも含むＳＥＩメッセージ（
たとえば、復号単位情報ＳＥＩメッセージ）を含む。復号単位３６Ｃも、ＮＡＬ単位４８
Ａと４８Ｂとを含む。
【０１６０】
　[0166]ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを、復号単
位情報ＳＥＩメッセージに基づいて判定することができる。たとえば、ビデオ復号器３０
は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａの復号単位情報ＳＥＩメッセージが、復号単位３６Ａの復
号単位識別子を含んだので、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａに続くＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａ
とＮＡＬ単位（たとえば、ＮＡＬ単位４０Ａおよび４０Ｂ）とが、復号単位３６Ａに関連
すると判定することができる。その後、ビデオ復号器３０は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ｂ
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の復号単位情報ＳＥＩメッセージが、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａの復号単位情報ＳＥＩメ
ッセージのコピーである（たとえば、同一の除去時間情報と同一の復号単位識別子とを含
む）ので、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ｂも、復号単位３６Ａの一部であると判定することが
できる。この例では、ビデオ復号器３０は、ＮＡＬ単位４０Ｃおよび４０Ｄが、ＳＥＩ　
ＮＡＬ単位３８Ｂに続き、復号単位情報ＳＥＩメッセージを有する別のＳＥＩ　ＮＡＬ単
位に先行するので、ＮＡＬ単位４０Ｃおよび４０Ｄも、復号単位３６Ａに関連すると判定
することができる。
【０１６１】
　[0167]ビデオ復号器３０は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２の復号単位情報ＳＥＩメッセージ
内の復号単位識別子が、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａおよび３８Ｂの復号単位情報ＳＥＩメ
ッセージ内の復号単位識別子と異なるので、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２が、復号単位３６Ａ
に属さないと判定することができる。この場合に、ビデオ復号器３０は、ＳＥＩ　ＮＡＬ
単位４２が、別の復号単位（たとえば、復号単位３６Ｂ）に関連すると判定することがで
き、ＮＡＬ単位４４Ａおよび４４Ｂが、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２に続き、異なる復号単位
識別子を含む復号単位情報ＳＥＩメッセージを有する別のＳＥＩ　ＮＡＬ単位に先行する
ので、ＮＡＬ単位４４Ａおよび４４Ｂも、復号単位３６Ｂに関連すると判定することがで
きる。
【０１６２】
　[0168]ビデオ復号器３０は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ａの復号単位情報ＳＥＩメッセー
ジ内の復号単位識別子が、前の復号単位識別子と異なる（たとえば、前の識別子より１つ
大きい）ので、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ａが、異なる復号単位（たとえば、復号単位３６
Ｃ）に関連すると判定することができる。ビデオ復号器３０は、ＮＡＬ単位４８Ａが、Ｓ
ＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ａに続き、復号単位情報ＳＥＩメッセージを含むＳＥＩ　ＮＡＬ単
位４６Ｂに先行するので、ＮＡＬ単位４８Ａが、復号単位３６Ｃに関連すると判定する。
【０１６３】
　[0169]この例では、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ｂは、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ａの復号単
位情報ＳＥＩメッセージと同一の復号単位識別子を含む復号単位情報ＳＥＩメッセージを
含む（たとえば、これらの復号単位情報ＳＥＩメッセージがコピーである）。ビデオ復号
器３０は、ＮＡＬ単位４８Ｂが、アクセス単位３４内の最後のＮＡＬ単位なので、ＮＡＬ
単位４８Ｂが、復号単位３６Ｃに関連すると判定することができる。
【０１６４】
　[0170]図２Ａでは、復号単位情報ＳＥＩメッセージの例は、表３および表４に関して上
で説明された例を含む。また、図２Ａでは、復号単位に属するＮＡＬ単位は、連続する（
すなわち、他の復号単位のＮＡＬ単位は、ある復号単位のＮＡＬ単位の間に散在させられ
ない）。
【０１６５】
　[0171]図２Ａでは、ビデオ符号器２０は、対応する復号単位内の各復号単位の復号単位
識別子を出力のために生成し、出力することができる。たとえば、ビデオ符号器２０は、
対応する復号単位３６Ａ内のＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８ＡおよびＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ｂ
の復号単位情報ＳＥＩメッセージ内に復号単位識別子を含め、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ａ
および３８Ｂの復号単位情報ＳＥＩメッセージの一部として復号単位識別子を出力する。
ビデオ符号器２０は、対応する復号単位３８Ｂ内のＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２の復号単位情
報ＳＥＩメッセージ内に復号単位識別子を含め、対応する復号単位３６Ｃ内のＳＥＩ　Ｎ
ＡＬ単位４６ＡおよびＳＥＩ　ＮＡＬ単位４６Ｂの復号単位ＳＥＩメッセージ内に復号単
位識別子を含める。これらの例では、ビデオ符号器２０は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２、４
６Ａ、および４６Ｂのそれぞれの復号単位ＳＥＩメッセージの一部として復号単位識別子
を出力する。
【０１６６】
　[0172]復号単位ＳＥＩメッセージを含めることは、ビデオ復号器３０が、どのＮＡＬ単
位がどの復号単位に関連するのかを、復号単位識別子に基づいて判定することを可能にし
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、その結果、ＮＡＬ単位が失われる場合であっても、ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単
位がどの復号単位に関連するのかを、それでも判定できるようになる。たとえば、ＮＡＬ
単位４０Ｃが失われると仮定する。この例では、ビデオ復号器３０は、それでも、ＮＡＬ
単位４０Ｄの復号単位情報ＳＥＩメッセージが復号単位３６Ａの復号単位識別子を示した
ＳＥＩ　ＮＡＬ単位３８Ｂの後にあり、その復号単位情報ＳＥＩメッセージが復号単位３
６Ｂの復号単位識別子を示したＳＥＩ　ＮＡＬ単位４２に先行するので、ＮＡＬ単位４０
Ｄが、復号単位３６Ａに関連すると判定することができる。さらに、復号単位識別子を示
す復号単位ＳＥＩメッセージに関して、ビデオ符号器２０は、復号単位に復号単位ＳＥＩ
メッセージの複数のコピーを含めることができる。
【０１６７】
　[0173]図２Ｂに示されているように、アクセス単位５０は、復号単位５２Ａ～５２Ｃ（
集合的に「復号単位５２」と呼ばれる）を含む。復号単位５２Ａは、スライスＮＡＬ単位
５４Ａと５４Ｂとを含み、復号単位５２Ｂは、スライスＮＡＬ単位６４Ａ～６４Ｃを含み
、復号単位５２Ｃは、スライスＮＡＬ単位７８Ａと７８Ｂとを含む。各スライスＮＡＬ単
位は、スライスヘッダとスライス本体とを含む。スライスヘッダは、復号単位識別子を含
むヘッダ情報を含み、スライス本体は、スライスを復号するためのビデオデータを含む。
【０１６８】
　[0174]たとえば、スライスＮＡＬ単位５４Ａは、スライスヘッダ５６とスライス本体５
８とを含み、スライスＮＡＬ単位５４Ｂは、スライスヘッダ６０とスライス本体６２とを
含む。この例では、スライスＮＡＬ単位５４Ａのスライスヘッダ５６とスライスＮＡＬ単
位５４Ｂのスライスヘッダ６０とは、それぞれ、同一の復号単位識別子を含み、ビデオ復
号器３０は、この復号単位識別子を利用して、ＮＡＬ単位５４ＡとＮＡＬ単位５４Ｂとが
同一の復号単位（たとえば、復号単位５２Ａ）に関連すると判定する。
【０１６９】
　[0175]スライスＮＡＬ単位６４Ａは、スライスヘッダ６６とスライス本体６８とを含み
、スライスＮＡＬ単位６４Ｂは、スライスヘッダ７０とスライス本体７２とを含み、スラ
イスＮＡＬ単位６４Ｃは、スライスヘッダ７４とスライス本体７６とを含む。この例では
、スライスＮＡＬ単位６４Ａのスライスヘッダ６６と、スライスＮＡＬ単位６４Ｂのスラ
イスヘッダ７０と、スライスＮＡＬ単位６４Ｃのスライスヘッダ７４とは、それぞれ、同
一の復号単位識別子を含み、ビデオ復号器３０は、この復号単位識別子を利用して、ＮＡ
Ｌ単位６４ＡとＮＡＬ単位６４ＢとＮＡＬ単位６４Ｃとが同一の復号単位（たとえば、復
号単位５２Ｂ）に関連すると判定する。
【０１７０】
　[0176]スライスＮＡＬ単位７８Ａは、スライスヘッダ８０とスライス本体８２とを含み
、スライスＮＡＬ単位７８Ｂは、スライスヘッダ８４とスライス本体８６とを含む。この
例では、スライスＮＡＬ単位７８Ａのスライスヘッダ８０とスライスＮＡＬ単位７８Ｂの
スライスヘッダ８４とのそれぞれは、同一の復号単位識別子を含み、ビデオ復号器３０は
、この復号単位識別子を利用して、ＮＡＬ単位７８ＡとＮＡＬ単位７８Ｂとが同一の復号
単位（たとえば、復号単位５２Ｃ）に関連すると判定する。
【０１７１】
　[0177]図２Ｂでは、復号単位情報ＳＥＩメッセージの例が、表２に関して上で説明され
た例を含む。図２Ａに似て、図２Ｂでは、復号単位に属するＮＡＬ単位は、連続する（す
なわち、他の復号単位のＮＡＬ単位は、ある復号単位のＮＡＬ単位の間に散在させられな
い）。
【０１７２】
　[0178]図示されているように、ビデオ符号器２０は、対応する復号単位５２Ａのスライ
スヘッダ５６および６０内に復号単位識別子を含め、スライスヘッダ５６および６０の一
部として復号単位識別子を出力する。また、ビデオ符号器２０は、対応する復号単位５２
Ｂのスライスヘッダ６６、７０、および７４内に復号単位識別子を含め、スライスヘッダ
６６、７０、および７４の一部として復号単位識別子を出力する。同様に、ビデオ符号器



(42) JP 6125643 B2 2017.5.10

10

20

30

40

50

２０は、対応する復号単位５２Ｃのスライスヘッダ８０および８４内に復号単位識別子を
含め、スライスヘッダ８０および８４の一部として復号単位識別子を出力する。
【０１７３】
　[0179]図２Ｂに示された例では、ビデオ復号器３０は、どのスライスＮＡＬ単位がどの
復号単位に関連するのかを判定するために、ＳＰＴ　ＳＥＩメッセージの位置に頼る必要
がない。そうではなく、ビデオ復号器３０は、どのスライスＮＡＬ単位がどの復号単位に
関連するのかを判定するために、スライスＮＡＬ単位のスライスヘッダ内で示された復号
単位識別子を利用する。この場合に、スライスＮＡＬ単位（たとえば、スライスＮＡＬ単
位５６Ｂ）が失われる場合であっても、ビデオ復号器３０は、それでも、スライスヘッダ
に基づいて、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを判定することができる可能
性がある。
【０１７４】
　[0180]図３は、本開示で説明される技法を実施することができる例のビデオ符号器２０
を示すブロック図である。ビデオ符号器２０は、ビデオスライス内のビデオブロックのイ
ントラコーディングとインターコーディング（イントラ予測符号化またはイントラ予測復
号とインター予測符号化またはインター予測復号と）を実行することができる。イントラ
コーディングは、所与のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオ内の空間的冗長性を減
らすか除去するために空間予測に頼る。インターコーディングは、ビデオシーケンスの隣
接するフレームまたはピクチャ内のビデオ内の時間的冗長性を減らすか除去するために時
間予測に頼る。イントラモード（Ｉモード）は、複数の空間ベースの圧縮モードのいずれ
をも指すことができる。単一方向予測（Ｐモード）または両方向（Ｂモード）などのイン
ターモードは、複数の時間ベースの圧縮モードのいずれをも指すことができる。
【０１７５】
　[0181]図３の例では、ビデオ符号器２０は、区分ユニット１３５と、予測処理ユニット
１４１と、フィルタユニット１６３と、基準ピクチャメモリ１６４（時々、復号されたピ
クチャバッファと呼ばれる）と、合計器１５０と、変換処理ユニット１５２と、量子化処
理ユニット１５４と、エントロピ符号化ユニット１５６とを含む。予測処理ユニット１４
１は、動き推定ユニット１４２と、動き補償ユニット１４４と、イントラ予測ユニット１
４６とを含む。ビデオブロック再構成のために、ビデオ符号器２０は、また、逆量子化処
理ユニット１５８と、逆変換処理ユニット１６０と、合計器１６２とを含む。フィルタユ
ニット１６３は、全体的に、デブロッキングフィルタ、適応ループフィルタ（ＡＬＦ）、
およびサンプル適応オフセット（ＳＡＯ）フィルタなどの１つまたは複数のループフィル
タを表すことができる。フィルタユニット１６３は、図３ではインループフィルタである
ものとして図示されているが、他の構成では、フィルタユニット１６３は、ポストループ
フィルタとして実施され得、この場合に、フィルタリングされていないデータが、コーデ
ィングループ内で使用され得る。
【０１７６】
　[0182]図３に示されているように、ビデオ符号器２０は、ビデオデータを受け取り、区
分ユニット１３５は、そのデータをビデオブロックに区分する。この区分は、スライス、
タイル、または他のより大きい単位への区分、ならびにたとえばＬＣＵおよびＣＵの４分
木構造に従う、ビデオブロック区分をも含むことができる。ビデオ符号器２０は、一般に
、符号化されるビデオスライス内のビデオブロックを符号化するコンポーネントを示す。
スライスは、複数のビデオブロックに（およびおそらくはタイルと呼ばれるビデオブロッ
クのセットに）分割され得る。予測処理ユニット１４１は、誤差結果（たとえば、コーデ
ィングレートおよび歪みのレベル）に基づいて現在のビデオブロックの、複数のイントラ
コーディングモードのうちの１つまたは複数のインターコーディングモードのうちの１つ
など、複数のコーディングモードのうちの１つを選択することができる。予測処理ユニッ
ト１４１は、残差ブロックデータ生成するために合計器１５０に、および、基準ピクチャ
としての使用のために符号化されたブロックを再構成するために合計器１６２に、結果の
イントラコーディングされたまたはインターコーディングされたブロックを供給すること
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ができる。
【０１７７】
　[0183]予測処理ユニット１４１内のイントラ予測ユニット１４６は、空間圧縮を提供す
るために、コーディングされる現在のブロックと同一のフレームまたはスライス内の１つ
または複数の隣接するブロックに対する現在のビデオブロックのイントラ予測コーディン
グを実行することができる。予測処理ユニット１４１内の動き推定ユニット１４２および
動き補償ユニット１４４は、時間圧縮を提供するために、１つまたは複数の基準ピクチャ
内の１つまたは複数の予測ブロックに対する現在のビデオブロックのインター予測コーデ
ィングを実行する。
【０１７８】
　[0184]動き推定ユニット１４２は、ビデオシーケンスの所定のパターンに従ってビデオ
スライスのインター予測モードを判定するように構成され得る。所定のパターンは、シー
ケンス内のビデオスライスをＰスライス、Ｂスライス、またはＧＰＢスライスとして指定
することができる。動き推定ユニット１４２および動き補償ユニット１４４は、非常に一
体化され得るが、概念的な目的のために別々に図示されている。動き推定ユニット１４２
によって実行される動き推定は、ビデオブロックの動きを推定する動きベクトルを生成す
るプロセスである。動きベクトルは、たとえば、基準ピクチャ内の予測ブロックに対する
相対的な、現在のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオブロックのＰＵの変位を示す
ことができる。
【０１７９】
　[0185]予測ブロックは、ｓｕｍ　ｏｆ　ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ（Ｓ
ＡＤ）、ｓｕｍ　ｏｆ　ｓｑｕａｒｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ（ＳＳＤ）、または他の差
メトリックによって判定され得る画素差に関して、コーディングされるビデオブロックの
ＰＵによく一致することがわかるブロックである。いくつかの例で、ビデオ符号器２０は
、基準ピクチャメモリ１６４に格納された基準ピクチャのサブ整数画素位置の値を計算す
ることができる。たとえば、ビデオ符号器２０は、基準ピクチャの１／４画素位置、１／
８画素位置、または他の分数画素位置の値を補間することができる。したがって、動き推
定ユニット１４２は、フル画素位置と分数画素位置とに対する動き検索を実行し、分数画
素精度を有する動きベクトルを出力することができる。
【０１８０】
　[0186]動き推定ユニット１４２は、ＰＵの位置を基準ピクチャの予測ブロックの位置と
比較することによって、インターコーディングされたスライス内のビデオブロックのＰＵ
の動きベクトルを計算する。基準ピクチャは、第１の基準ピクチャリスト（リスト０）ま
たは第２の基準ピクチャリスト（リスト１）から選択され得、これらのリストのそれぞれ
は、基準ピクチャメモリ１６４に格納された１つまたは複数の基準ピクチャを識別する。
動き推定ユニット１４２は、計算された動きベクトルをエントロピ符号化ユニット１５６
と動き補償ユニット１４４とに送る。
【０１８１】
　[0187]動き補償ユニット１４４によって実行される動き補償は、おそらくはサブ画素精
度で補間を実行する動き推定によって判定された動きベクトルに基づいて予測ブロックを
取り出すことまたはこれを生成することを含むことができる。現在のビデオブロックのＰ
Ｕの動きベクトルを受け取る時に、動き補償ユニット１４４は、基準ピクチャリストの１
つの中で、動きベクトルがポイントする予測ブロックを配置することができる。ビデオ符
号器２０は、コーディングされる現在のビデオブロックの画素値から予測ブロックの画素
値を減算し、画素差値を形成することによって、残差ビデオブロックを形成する。画素差
値は、ブロックの残差データを形成し、ルマ差成分とクロマ差成分の両方を含むことがで
きる。合計器１５０は、この減算演算を実行する１つまたは複数のコンポーネントを表す
。動き補償ユニット１４４は、ビデオスライスのビデオブロックを復号する際のビデオ復
号器３０による使用のために、ビデオブロックとビデオスライスとに関連する構文要素を
も生成することができる。
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【０１８２】
　[0188]イントラ予測ユニット１４６は、上で説明された動き推定ユニット１４２および
動き補償ユニット１４４によって実行されるインター予測の代替案として、現在のブロッ
クをイントラ予測することができる。具体的には、イントラ予測ユニット１４６は、現在
のブロックを符号化するのに使用されるイントラ予測モードを判定することができる。い
くつかの例では、イントラ予測ユニット１４６は、たとえば別々の符号化パス中に、さま
ざまなイントラ予測モードを使用して現在のブロックを符号化することができ、イントラ
予測ユニット１４６（または、いくつかの例でモード選択ユニット（図示せず））は、テ
ストされたモードから使用すべき適当なイントラ予測モードを選択することができる。た
とえば、イントラ予測ユニット１４６は、さまざまなテストされたイントラ予測モードの
レート－歪み分析を使用してレート－歪み値を計算し、テストされたモードの中で最良の
レート－歪み特性を有するイントラ予測モードを選択することができる。レート－歪み分
析は、一般に、符号化されたブロックと、その符号化されたブロックを作るために符号化
されたオリジナルの符号化されていないブロックとの間の歪み（または誤差）の量ならび
にその符号化されたブロックを作るのに使用されたビットレート（すなわち、ビット数）
を判定する。イントラ予測ユニット１４６は、どのイントラ予測モードがブロックの最良
のレート－歪み値を示すのかを判定するために、さまざまな符号化されたブロックの歪み
とレートとから比率を計算することができる。
【０１８３】
　[0189]どの場合でも、ブロックのイントラ予測モードを選択した後に、イントラ予測ユ
ニット１４６は、ブロックの選択されたイントラ予測モードを示す情報をエントロピ符号
化ユニット１５６に提供することができる。エントロピ符号化ユニット１５６は、本開示
の技法に従って、選択されたイントラ予測モードを示す情報を符号化することができる。
ビデオ符号器２０は、送信されるビットストリーム内に構成データを含めることができ、
この構成データは、複数のイントラ予測モードインデックステーブルおよび複数の変更さ
れたイントラ予測モードインデックステーブル（符号語マッピングテーブルとも呼ばれる
）と、さまざまなブロックの符号化コンテキストの定義と、最も有望なイントラ予測モー
ド、イントラ予測モードインデックステーブル、およびコンテキストのそれぞれについて
使用すべき変更されたイントラ予測モードインデックステーブルの表示とを含むことがで
きる。
【０１８４】
　[0190]予測処理ユニット１４１が、インター予測またはイントラ予測のいずれかを介し
て現在のビデオブロックの予測ブロックを生成した後に、ビデオ符号器２０は、現在のビ
デオブロックから予測ブロックを減算することによって残差ビデオブロックを形成する。
残差ビデオブロック内の残差ビデオデータは、１つまたは複数のＴＵ内に含められ得、変
換処理ユニット１５２に適用され得る。変換処理ユニット１５２は、離散コサイン変換（
ＤＣＴ）または概念的に類似する変換などの変換を使用して、残差ビデオデータを残差変
化係数に変換する。変換処理ユニット１５２は、残差ビデオデータを画素領域から周波数
領域などの変換領域に変換することができる。
【０１８５】
　[0191]変換処理ユニット１５２は、結果の変換係数を量子化処理ユニット１５４に送る
ことができる。量子化処理ユニット１５４は、ビットレートをさらに減らすために、変換
係数を量子化する。量子化処理は、係数の一部またはすべてに関連するビット深さを減ら
すことができる。量子化の度合は、量子化パラメータを調整することによって変更され得
る。いくつかの例では、量子化処理ユニット１５４は、量子化された変換係数を含む行列
のスキャンを実行することができる。代替案では、エントロピ符号化ユニット１５６がス
キャンを実行することができる。
【０１８６】
　[0192]量子化に続いて、エントロピ符号化ユニット１５６が、量子化された変換係数を
エントロピ符号化する。たとえば、エントロピ符号化ユニット１５６は、ｃｏｎｔｅｘｔ
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　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｌｅｎｇｔｈ　ｃｏｄｉｎｇ（ＣＡＶＬＣ）、
ｃｏｎｔｅｘｔ　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｂｉｎａｒｙ　ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｃｏｄｉｎ
ｇ（ＣＡＢＡＣ）、ｓｙｎｔａｘ－ｂａｓｅｄ　ｃｏｎｔｅｘｔ－ａｄａｐｔｉｖｅ　ｂ
ｉｎａｒｙ　ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｃｏｄｉｎｇ（ＳＢＡＣ）、ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔ
ｙ　ｉｎｔｅｒｖａｌ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｅｎｔｒｏｐｙ（ＰＩＰＥ）コーデ
ィング、または別のエントロピ符号化方法論もしくはエントロピ符号化技法を実行するこ
とができる。エントロピ符号化ユニット１５６によるエントロピ符号化に続いて、符号化
されたビットストリームは、ビデオ復号器３０に送信されまたは後の送信もしくはビデオ
復号器３０による取出のためにアーカイブされ得る。エントロピ符号化ユニット１５６は
、コーディングされつつある現在のビデオスライスの動きベクトルおよび他の構文要素を
エントロピ符号化することもできる。
【０１８７】
　[0193]逆量子化処理ユニット１５８および逆変換処理ユニット１６０は、基準ピクチャ
の基準ブロックとしての後の使用のために画素領域の残差ブロックを再構成するために、
それぞれ逆量子化と逆変換とを適用する。動き補償ユニット１４４は、基準ピクチャリス
トのうちの１つ内の基準ピクチャのうちの１つの予測ブロックに残差ブロックを加算する
ことによって、基準ブロックを計算することができる。動き補償ユニット１４４は、動き
推定での使用のためのサブ整数画素値を計算するために、再構成された残差ブロックに１
つまたは複数の補間フィルタを適用することもできる。合計器１６２は、基準ピクチャメ
モリ１６４での格納のために基準ブロックを作るために、動き補償ユニット１４４によっ
て作られた動き補償された予測ブロックに再構成された残差ブロックを加算する。基準ブ
ロックは、後続のビデオフレームまたはピクチャ内のブロックをインター予測するための
基準ブロックとして、動き推定ユニット１４２および動き補償ユニット１４４によって使
用され得る。
【０１８８】
　[0194]図３のビデオ符号器２０は、本明細書で説明される技法のうちの１つまたは複数
を実施するように構成されたビデオ符号器の例である。たとえば、予測処理ユニット１４
１は、上で説明された例の機能を実行する１つの例のユニットを表す。予測処理ユニット
１４１は、ＮＡＬ単位を生成し、そのＮＡＬ単位をアクセス単位の復号単位に関連付ける
ことができる。予測処理ユニット１４１は、復号単位識別子を生成し、ＳＥＩ　ＮＡＬ単
位の復号単位情報ＳＥＩメッセージ内に復号単位識別子を含め、かつ／またはスライスＮ
ＡＬ単位のスライスのスライスヘッダ内に復号単位識別子を含めることができる。エント
ロピ符号化ユニット１５６は、復号単位（たとえば、復号単位内のＮＡＬ単位）をエント
ロピ符号化することができる。
【０１８９】
　[0195]いくつかの例では、予測処理ユニット１４１とは異なるユニットが、上で説明さ
れた例を実施することができる。いくつかの例では、予測処理ユニット１４１は、ビデオ
符号器２０の１つまたは複数の他のユニットに関連して、上で説明された例を実施するこ
とができる。いくつかの例では、ビデオ符号器２０のプロセッサまたはユニット（図３に
は図示せず）は、単独でまたはビデオ符号器２０の他のユニットに関連して、上で説明さ
れた例を実施することができる。
【０１９０】
　[0196]図４は、本開示の技法を実施することができる例のビデオ復号器３０を示すブロ
ック図である。図４の例では、ビデオ復号器３０は、エントロピ復号ユニット１８０と、
予測処理ユニット１８１と、逆量子化処理ユニット１８６と、逆変換処理ユニット１８８
と、合計器１９０と、フィルタユニット１９１と、基準ピクチャメモリ１９２（時々、復
号ピクチャバッファ（ＤＰＢ：decoding picture buffer）と呼ばれる）と、コーディン
グされたピクチャバッファ（ＣＰＢ）１９４とを含む。予測処理ユニット１８１は、動き
補償ユニット１８２とイントラ予測ユニット１８４とを含む。ビデオ復号器３０は、いく
つかの例で、図３のビデオ符号器２０に関して説明された符号化パスに対して全般的に逆
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である復号パスを実行することができる。
【０１９１】
　[0197]復号プロセス中に、ビデオ復号器３０は、ビデオ符号器２０から、符号化された
ビデオスライスのビデオブロックと関連する構文要素とを表す符号化されたビデオビット
ストリームを受信する。ビデオ復号器３０は、ネットワークエンティティ２９から符号化
されたビデオビットストリームを受信することができる。ネットワークエンティティ２９
は、たとえば、サーバ、メディアアウェアネットワーク要素（ＭＡＮＥ：media-aware ne
twork element）、ビデオエディタ／スプライサ、または上で説明された技法のうちの１
つまたは複数を実施するように構成された他のそのようなデバイスとすることができる。
上で説明されたように、本開示で説明される技法のいくつかは、ネットワーク２９が符号
化されたビデオビットストリームをビデオ復号器３０に送信する前に、ネットワークエン
ティティ２９によって実施され得る。いくつかのビデオ復号システムでは、ネットワーク
エンティティ２９およびビデオ復号器３０は、別々のデバイスの一部とすることができる
が、他の実例では、ネットワークエンティティ２９に関して説明される機能性が、ビデオ
復号器３０を備えるものと同一のデバイスによって実行され得る。
【０１９２】
　[0198]コーディングされたピクチャバッファ１９４は、ネットワークエンティティ２９
からコーディングされたピクチャを受け取る。本開示で説明されるように、符号化された
ビットストリーム内の構文要素の一部は、ＣＰＢ１９４へのサブピクチャレベルアクセス
が許容されるかどうかを示す。また、符号化されたビットストリームは、ＣＰＢ１９４内
のピクチャの処理に関する情報（たとえば、アクセス単位の復号単位の除去時間）を定義
するＳＥＩメッセージを含むことができる。
【０１９３】
　[0199]ビデオ復号器３０のエントロピ復号ユニット１８０は、量子化された係数と動き
ベクトルと他の構文要素とを生成するために、ビットストリームをエントロピ復号する。
エントロピ復号ユニット１８０は、動きベクトルと他の構文要素とを予測処理ユニット１
８１に転送する。ビデオ復号器３０は、ビデオスライスレベルおよび／またはビデオブロ
ックレベルで構文要素を受け取ることができる。
【０１９４】
　[0200]ビデオスライスが、イントラコーディングされた（Ｉ）スライスとしてコーディ
ングされる時に、予測処理ユニット１８１のイントラ予測ユニット１８４は、現在のフレ
ームまたはピクチャの前に復号されたブロックからシグナリングされたイントラ予測モー
ドおよびデータに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックの予測データを生成
することができる。ビデオフレームが、インターコーディングされた（すなわち、Ｂ、Ｐ
、またはＧＰＢ）スライスとしてコーディングされる時に、予測処理ユニット１８１の動
き補償ユニット１８２は、エントロピ復号ユニット１８０から受け取られた動きベクトル
と他の構文要素とに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックの予測ブロックを
作る。予測ブロックは、基準ピクチャリストのうちの１つ内の基準ピクチャのうちの１つ
から作られ得る。ビデオ復号器３０は、基準ピクチャメモリ１９２に格納された基準ピク
チャに基づいて、デフォルト構成技法を使用して基準フレーム（ピクチャ）リスト、リス
ト０とリスト１とを構成することができる。
【０１９５】
　[0201]動き補償ユニット１８２は、動きベクトルと他の構文要素とを解析することによ
って、現在のビデオスライスのビデオブロックの予測情報を判定し、復号されつつある現
在のビデオブロックの予測ブロックを作るのにその予測情報を使用する。たとえば、動き
補償ユニット１８２は、ビデオスライスのビデオブロックをコーディングするのに使用さ
れた予測モード（たとえば、イントラ予測またはインター予測）、インター予測スライス
タイプ（たとえば、Ｂスライス、Ｐスライス、またはＧＰＢスライス）、スライスの基準
ピクチャリストのうちの１つまたは複数の構成情報、スライスの各インター符号化された
ビデオブロックの動きベクトル、スライスの各インターコーディングされたビデオブロッ
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クのインター予測状況、および現在のビデオスライス内のビデオブロックを復号するため
の他の情報を判定するのに、受け取られた構文要素の一部を使用する。
【０１９６】
　[0202]動き補償ユニット１８２は、補間フィルタに基づく補間を実行することもできる
。動き補償ユニット１８２は、基準ブロックのサブ整数画素の補間された値を計算するた
めに、ビデオブロックの符号化中にビデオ符号器２０によって使用された補間フィルタを
使用することができる。この場合に、動き補償ユニット１８２は、受け取られた構文要素
からビデオ符号器２０によって使用された補間フィルタを判定し、予測ブロックを作るの
にその補間フィルタを使用することができる。
【０１９７】
　[0203]逆量子化処理ユニット１８６は、ビットストリーム内で提供され、エントロピ復
号ユニット１８０によって復号された量子化変換係数を逆量子化するすなわち、量子化解
除（ｄｅ－ｑｕａｎｔｉｚｅ）する。逆量子化プロセスは、量子化の度合と、同様に、適
用されなければならない逆量子化の度合とを判定するための、ビデオスライス内のビデオ
ブロックごとにビデオ符号器２０によって計算された量子化パラメータの使用を含むこと
ができる。逆変換処理ユニット１８８は、画素領域で残差ブロックを作るために、変換係
数に逆変換、たとえば、逆ＤＣＴ、逆整数変換、または概念的に類似する逆変換プロセス
を適用する。
【０１９８】
　[0204]動き補償ユニット１８２が、動きベクトルと他の構文要素とに基づいて現在のビ
デオブロックの予測ブロックを生成した後に、ビデオ復号器３０は、逆変換処理ユニット
１８８からの残差ブロックと動き補償ユニット１８２によって生成された対応する予測ブ
ロックとを合計することによって、復号されたビデオブロックを形成する。合計器１９０
は、この合計動作を実行する１つまたは複数のコンポーネントを表す。望まれる場合に、
ループフィルタ（コーディングループ内またはコーディングループの後のいずれか）も、
画素トランジションを平滑化しまたは他の形でビデオ品質を改善するのに使用され得る。
フィルタユニット１９１は、デブロッキングフィルタ、適応ループフィルタ（ＡＬＦ）、
およびサンプル適応オフセット（ＳＡＯ）フィルタなどの１つまたは複数のループフィル
タを表すことができる。フィルタユニット１９１は、図４ではインループフィルタである
ものとして図示されているが、他の構成では、フィルタユニット１９１が、ポストループ
フィルタとして実施され得る。その後、所与のフレームまたはピクチャ内の復号されたビ
デオブロックは、基準ピクチャメモリ１９２に格納され、この基準ピクチャメモリ１９２
は、後続の動き補償に使用される基準ピクチャを格納する。基準ピクチャメモリ１９２は
、図１のディスプレイデバイス３１などのディスプレイデバイスでのその後の提示のため
に、復号されたビデオをも格納する。
【０１９９】
　[0205]図４のビデオ復号器３０は、本明細書で説明される技法の上でまたはそのより多
くを実施するように構成されたビデオ復号器の例である。たとえば、予測処理ユニット１
８１は、上で説明された例の機能を実行する１つの例のユニットを表す。たとえば、予測
処理ユニット１８１は、ＣＰＢ１９４内のサブピクチャレベル動作が許容されることをＳ
ｕｂＰｉｃＣｐｂＦｌａｇが示すかどうかを判定することができる。サブピクチャレベル
動作が許容される場合に、予測処理ユニット１８１は、どのＮＡＬ単位がアクセス単位の
どの復号単位に関連するのかを判定することができる。
【０２００】
　[0206]たとえば、予測処理ユニット１８１は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位が復号単位情報ＳＥ
Ｉメッセージを含むと判定することができる。復号単位情報ＳＥＩメッセージから、予測
処理ユニット１８１は、復号単位のＣＰＢ１９４からの除去時間と、復号単位識別子とを
判定することができる。予測処理ユニット１８１は、ＳＥＩ　ＮＡＬ単位と、異なる復号
単位識別子を有する復号単位情報ＳＥＩメッセージを含む別のＳＥＩ　ＮＡＬ単位までの
ＳＥＩ　ＮＡＬ単位に続くすべてのＮＡＬ単位とが、復号単位の復号単位情報ＳＥＩメッ
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セージによって識別される復号単位に関連すると判定することができる。
【０２０１】
　[0207]もう１つの例として、予測処理ユニット１８１は、スライスヘッダのスライスが
復号単位識別子を含むと判定することができる。予測処理ユニット１８１は、スライスお
よびそのスライスヘッダを含むスライスＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを、復
号識別子に基づいて判定することができる。
【０２０２】
　[0208]この形で、ＮＡＬ単位が送信で失われる場合であっても、予測処理ユニット１８
１は、他の（すなわち、受信された、失われていない）ＮＡＬ単位がどの復号単位に関連
するのかを判定できる可能性がある。いくつかの例では、予測処理ユニット１８１は、復
号単位内に復号単位ＳＥＩメッセージの複数のコピーがあるものとすることができるので
、復号単位がＣＰＢ１９４から除去されなければならない時刻を判定できる可能性がある
。
【０２０３】
　[0209]いくつかの例では、予測処理ユニット１８１とは異なるユニットが、上で説明さ
れた例を実施することができる。いくつかの例では、予測処理ユニット１８１は、ビデオ
復号器３０の１つまたは複数の他のユニットに関連して、上で説明された例を実施するこ
とができる。いくつかの例では、ビデオ復号器３０のプロセッサまたはユニット（図４に
は図示せず）が、単独でまたはビデオ復号器３０の他のユニットに関連して、上で説明さ
れた例を実施することができる。
【０２０４】
　[0210]図５は、本開示で説明される１つまたは複数の例による、ビデオデータの符号化
の例を示す流れ図である。例示のために、図５の例は、ビデオ符号器２０に関して説明さ
れる。
【０２０５】
　[0211]ビデオ符号器２０は、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子を判定する（２
００）。ある復号単位の識別子は、そのアクセス単位内のすべての他の復号単位の識別子
と異なる。たとえば、ビデオ符号器２０は、アクセス単位内の第１の復号単位の第１の識
別子を判定し、アクセス単位内の第２の異なる復号単位の第２の異なる識別子を判定する
。この例では、第１の識別子の値が第２の識別子の値より小さい場合に、第１の復号単位
は、復号順序において第２の復号単位に先行する。
【０２０６】
　[0212]ビデオ符号器２０は、どのＮＡＬ単位がアクセス単位のどの復号単位に関連する
のかを判定する（２０２）。たとえば、復号単位は、それぞれ、ピクチャの部分のビデオ
データを表すことができ、ＮＡＬ単位は、復号単位の一部を表すことができる。ビデオ符
号器２０は、復号単位のビデオデータのどの部分がどのＮＡＬ単位によって表されるのか
を判定し、復号単位のビデオデータを表すＮＡＬ単位がその復号単位に関連すると判定す
ることができる。
【０２０７】
　[0213]ビデオ符号器２０は、どのＮＡＬ単位がアクセス単位のどの復号単位に関連する
のかを示すために、対応する復号単位内の各一意識別子を出力のために生成する（２０４
）。たとえば、ビデオ符号器２０は、エントロピ符号化ユニット１５６を介して、復号単
位のそれぞれの一意識別子をエントロピ符号化することができる。これらの例では、符号
化は、出力のために生成することと考えられ得る。さらに、ビデオ符号器２０は、どのＮ
ＡＬ単位がアクセス単位のどの復号単位に関連するのかをコーディングされたビットスト
リームの一部として示すために、対応する復号単位内で各一意識別子を出力する（たとえ
ば、シグナリングする）ことができる。
【０２０８】
　[0214]たとえば、ビデオ符号器２０は、第１の復号単位の第１の一意識別子を第１の復
号単位情報ＳＥＩメッセージに含め、第１の復号単位情報ＳＥＩメッセージの一部として
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第１の一意識別子を出力した後に、第１の復号単位に関連するすべてのＮＡＬ単位を出力
することができる。ビデオ符号器２０は、第２の復号単位ＳＥＩメッセージに、第２の復
号単位の第２の復号単位識別子を含めることができる。第１の復号単位に関連するすべて
のＮＡＬ単位の出力の後に、ビデオ符号器２０は、第２の復号単位の出力の一部として、
第２の復号単位ＳＥＩメッセージ内で第２の復号単位識別子を出力することができる。も
う１つの例として、ビデオ符号器２０は、スライスＮＡＬ単位のスライスヘッダに一意識
別子のそれぞれを含め、出力することができる。
【０２０９】
　[0215]いくつかの例では、ビデオ符号器２０は、復号単位の一部として、復号単位の除
去時間の情報を示す第１の復号単位ＳＥＩメッセージを出力することができる。ビデオ符
号器２０は、復号単位の一部として、復号単位の除去時間の情報を示す第２の復号単位Ｓ
ＥＩメッセージを出力することもできる。いくつかの場合に、第２の復号単位ＳＥＩメッ
セージは、第１の復号単位ＳＥＩメッセージのコピーである。いくつかの例では、ビデオ
符号器２０は、アクセス単位内にＳＥＩメッセージを含め、そのアクセス単位内にそのＳ
ＥＩメッセージのコピーを含めることができる。ビデオ符号器２０は、ＳＥＩメッセージ
とそのＳＥＩメッセージのコピーとを含むアクセス単位を出力することができる。
【０２１０】
　[0216]図６は、本開示で説明される１つまたは複数の例による、ビデオデータの復号の
例を示す流れ図である。例示のために、図６の例は、ビデオ復号器３０に関して説明され
る。
【０２１１】
　[0217]ビデオ復号器３０は、アクセス単位内の各復号単位の一意識別子を復号すること
ができる（２０６）。この例では、ある復号単位の識別子は、アクセス単位内のすべての
他の復号単位の識別子と異なる。たとえば、ビデオ復号器３０は、アクセス単位内の第１
の復号単位の第１の識別子を復号し、アクセス単位内の第２の異なる復号単位の第２の異
なる識別子を復号することができる。この例では、第１の識別子の値が、第２の識別子の
値より小さい場合に、第１の復号単位は、復号順序において第２の復号単位に先行する。
【０２１２】
　[0218]ビデオ復号器３０は、どのＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを、アクセ
ス単位内の各復号単位の一意識別子に基づいて判定することができる（２０８）。たとえ
ば、ビデオ復号器３０は、第１の復号単位の第１の復号単位情報ＳＥＩメッセージから第
１の一意識別子を復号し、第２の復号単位の第２の復号単位ＳＥＩメッセージから第２の
一意識別子を復号することができる。ビデオ復号器３０は、第１の復号単位情報ＳＥＩメ
ッセージを含む第１のＳＥＩ　ＮＡＬ単位と、第１のＳＥＩ　ＮＡＬ単位に続き第２の復
号単位情報ＳＥＩメッセージを含む第２のＳＥＩ　ＮＬＡ単位までのすべてのＮＡＬ単位
とが、第１の復号単位に関連すると判定することができる。もう１つの例として、ビデオ
復号器３０は、スライスＮＡＬ単位のスライスヘッダ内の一意識別子を復号し、そのスラ
イスＮＡＬ単位がどの復号単位に関連するのかを、スライスヘッダ内の一意識別子に基づ
いて判定することができる。
【０２１３】
　[0219]ビデオ復号器３０は、少なくとも１つのピクチャを再構成するために、判定に基
づいてＮＡＬ単位を復号することができる（２１０）。たとえば、復号単位のすべてに関
連するＮＡＬ単位のすべての復号の結果は、復号されたアクセス単位とすることができる
。上で説明されたように、アクセス単位の復号は、少なくとも１つのピクチャ（たとえば
、マルチビュービデオコーディングが使用されない時に１つのピクチャ、マルチビュービ
デオコーディングが使用される時に複数のピクチャ）をもたらす。
【０２１４】
　[0220]いくつかの例では、ビデオ復号器３０は、復号単位の除去時間の情報を示す第１
の復号単位情報ＳＥＩメッセージを復号することができる。ビデオ復号器３０は、復号単
位に関連する２つのＮＡＬ単位の間に配置された第２の復号単位情報ＳＥＩメッセージを
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復号することもできる。この例では、第２の復号単位情報ＳＥＩメッセージは、第１の復
号単位情報ＳＥＩメッセージのコピーである。いくつかの例では、ビデオ復号器３０は、
アクセス単位内のＳＥＩメッセージを復号し、アクセス単位内のＳＥＩメッセージのコピ
ーを復号することができる。
【０２１５】
　[0221]図７は、本開示で説明される１つまたは複数の例による、ビデオデータのコーデ
ィングの例を示す流れ図である。例示のために、技法は、ビデオコーダに関して説明され
る。ビデオコーダの例は、ビデオ符号器２０とビデオ復号器３０とを含む。たとえば、ビ
デオ符号化の時に、ビデオコーダの例は、ビデオ符号器２０である。ビデオ復号の時には
、ビデオコーダの例は、ビデオ復号器３０である。
【０２１６】
　[0222]図７に示されているように、ビデオコーダは、アクセス単位内で付加拡張情報（
ＳＥＩ）メッセージをコーディングするように構成される（２１２）。上で説明されるよ
うに、アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するビデオデータを含み、Ｓ
ＥＩメッセージは、ビデオデータの特性（たとえば、上で表１および表５で説明されるも
のなどの特性）を定義する。いくつかの例では、ビデオコーダは、マルチセッション伝送
のためにアクセス単位内でＳＥＩメッセージをコーディングすることができる。ビデオコ
ーダは、アクセス単位内でＳＥＩメッセージのコピーをコーディングするように構成され
る（２１４）。いくつかの例では、ビデオコーダは、マルチセッション伝送のためにアク
セス単位内でＳＥＩメッセージのコピーをコーディングすることができる。
【０２１７】
　[0223]たとえば、ビデオ符号器２０は、アクセス単位内に、復号順序において第１のビ
デオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位の前にＳＥ
Ｉメッセージを含めることができる。ビデオ符号器２０は、復号順序において最初のＶＣ
Ｌ　ＮＡＬ単位の後、復号順序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前にＳＥＩメッセー
ジのコピーを含めることができる。この例では、ビデオ符号器２０は、最初のＶＣＬ　Ｎ
ＡＬ単位の前に含まれるＳＥＩメッセージを符号化し、最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、
最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に含まれるＳＥＩメッセージのコピーを符号化することが
できる。
【０２１８】
　[0224]もう一つの例として、ビデオ復号器３０は、アクセス単位内で復号順序において
最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号し、アクセス単位内で復号順序において最後のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位を復号することができる。この例では、ビデオ復号器３０は、最初のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位を復号する前にＳＥＩメッセージを復号し、最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号
した後、最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に、ＳＥＩメッセージのコピーを復号す
ることができる。
【０２１９】
　[0225]いくつかの例では、ビデオコーダは、ＳＥＩメッセージのタイプを判定すること
ができる。ビデオコーダは、アクセス単位の時間識別値を判定することもできる。ビデオ
コーダは、ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、アクセス単位の時間識別値
とＳＥＩメッセージのタイプとに基づいて判定することができる。これらの例では、ビデ
オコーダは、ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかの判定に基づいて、ＳＥＩメ
ッセージをコーディングすることができる。
【０２２０】
　[0226]１つまたは複数の例では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、またはその任意の組合せで実施され得る。ソフトウェアで実施される場合
に、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体に格納され
またはこれを介して送信され、ハードウェアベースの処理ユニットによって実行され得る
。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体などの有形の媒体に対応するコンピュータ可
読記憶媒体、またはたとえば通信プロトコルに従って、ある場所から別の場所へのコンピ
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ュータプログラムの転送を容易にするすべての媒体を含む通信媒体を含むことができる。
この形で、コンピュータ可読媒体は、一般に、（１）固定である有形のコンピュータ可読
記憶媒体または（２）信号波または搬送波などの通信媒体に対応することができる。デー
タ記憶媒体は、本開示で説明される技法の実施のために命令、コーディング、および／ま
たはデータ構造を取り出すために１つもしくは複数のコンピュータまたは１つもしくは複
数のプロセッサによってアクセスされ得る任意の使用可能な媒体とすることができる。コ
ンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含むことができる。
【０２２１】
　[0227]さらに他の例では、本開示は、その上に格納されたデータ構造を備えるコンピュ
ータ可読媒体を企図し、このデータ構造は、本開示と一貫してコーディングされる符号化
されたビットストリームを含む備える。
【０２２２】
　[0228]限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク（ｄｉｓｋ）スト
レージ、磁気ディスク（ｄｉｓｋ）ストレージ、もしくは他の磁気ストレージデバイス、
フラッシュメモリ、または、命令もしくはデータ構造の形の所望のプログラムコードを格
納するのに使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備える
ことができる。また、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば
、命令が、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光フ
ァイバケーブル、より対線、ディジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して送信される場合に、同軸ケーブル、光フ
ァイバケーブル、より対線、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかし、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ
記憶媒体が、接続、搬送波、信号、または他の過渡的媒体を含むのではなく、その代わり
に、非過渡的な有形の記憶媒体を対象とすることを理解されたい。ディスク（ｄｉｓｋお
よびｄｉｓｃ）は、本明細書で使用される時に、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ、ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、ディジタル多
用途ディスク（ｄｉｓｃ、ＤＶＤ）、フロッピディスク（ｄｉｓｋ）、およびＢｌｕ－ｒ
ａｙディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ここで、ｄｉｓｋは、通常はデータを磁気的に再生し
、ｄｉｓｃは、データをレーザーを用いて光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュ
ータ可読媒体の範囲に含まれなければならない。
【０２２３】
　[0229]命令は、１つまたは複数のディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロ
プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（ＦＰＧＡ）、または他の同等の集積回路網もしくはディスクリート論理回路網などの
１つまたは複数のプロセッサによって実行され得る。したがって、用語「プロセッサ」は
、本明細書で使用される時に、前述の構造または本明細書で説明される技法の実施に適す
る任意の他の構造のいずれをも指すことができる。さらに、いくつかの態様では、本明細
書で説明される機能性は、符号化および復号のために構成された専用のハードウェアモジ
ュールおよび／またはソフトウェアモジュール内で提供され、あるいは組み合わされたコ
ーデックに組み込まれ得る。また、この技法は、１つまたは複数の回路または論理要素内
で完全に実施され得る。
【０２２４】
　[0230]本開示の技法は、ワイヤレス送受話器、集積回路（ＩＣ）、またはＩＣのセット
（たとえば、チップセット）を含むさまざまなデバイスまたは装置で実施され得る。さま
ざまなコンポーネント、モジュール、またはユニットは、開示される技法を実行するよう
に構成されたデバイスの機能的態様を強調するために本開示で説明されるが、必ずしも、
異なるハードウェアユニットによる実現を必要としない。そうではなく、上で説明される
ように、さまざまなユニットは、コーデックハードウェアユニットに組み合わされ、また
は、適切なソフトウェアおよび／またはファームウェアに関連する、上で説明される１つ
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または複数のプロセッサを含む相互動作可能なハードウェアユニットの集合によって提供
され得る。
【０２２５】
　[0231]さまざまな例が説明された。これらおよび他の例は、次の特許請求の範囲の範囲
に含まれる。
　以下に本願出願当初の特許請求の範囲を付記する。
　　[Ｃ１]　ビデオデータをコーディングする方法であって、
　アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングすることと、ここ
において、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビデ
オデータを含み、前記ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの特性を定義する、
　前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージのコピーをコーディングすることと
　を備える方法。
　　[Ｃ２]　前記アクセス単位内に、復号順序において最初のビデオコーディングレイヤ
（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位の前に前記ＳＥＩメッセージを含め
ることと、
　前記アクセス単位内に、復号順序において前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、復号順
序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に、前記ＳＥＩメッセージのコピーを含めるこ
とと
　をさらに備え、前記ＳＥＩメッセージをコーディングすることは、前記最初のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位の前に含まれる前記ＳＥＩメッセージを符号化することを備え、
　前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングすることは、前記最初のＶＣＬ　Ｎ
ＡＬ単位の後、前記最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に含まれる前記ＳＥＩメッセージの前
記コピーを符号化することを備える
　Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ３]　前記アクセス単位内の、復号順序において最初のビデオコーディングレイヤ
（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号することと、
　前記アクセス単位内の、復号順序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号することと
　をさらに備え、前記ＳＥＩメッセージをコーディングすることは、前記最初のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位を復号する前に前記ＳＥＩメッセージを復号することを備え、
　前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングすることは、前記最初のＶＣＬ　Ｎ
ＡＬ単位を復号した後、前記最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に前記ＳＥＩメッセ
ージの前記コピーを復号することを備える
　Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ４]　前記ＳＥＩメッセージのタイプを判定することと、
　前記アクセス単位の時間識別値を判定することと、
　前記ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、前記アクセス単位の前記時間識
別値とＳＥＩメッセージの前記タイプとに基づいて判定することと
　をさらに備え、前記ＳＥＩメッセージをコーディングすることは、前記ＳＥＩメッセー
ジの前記存在が許容されるかどうかの前記判定に基づいて前記ＳＥＩメッセージをコーデ
ィングすることを備える
　Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ５]　前記ＳＥＩメッセージは、
　バッファリング期間ＳＥＩメッセージと、
　ピクチャタイミングＳＥＩメッセージと、
　パンスキャン長方形ＳＥＩメッセージと、
　フィラペイロードＳＥＩメッセージと、
　登録済みユーザデータＳＥＩメッセージと、
　未登録ユーザデータＳＥＩメッセージと、
　回復点ＳＥＩメッセージと、
　シーン情報ＳＥＩメッセージと、
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　フルフレームスナップショットＳＥＩメッセージと、
　プログレッシブリファインメントセグメント開始ＳＥＩメッセージと、
　プログレッシブリファインメントセグメント終了ＳＥＩメッセージと、
　フィルム粒子特性ＳＥＩメッセージと、
　デブロッキングフィルタ表示プリファレンスＳＥＩメッセージと、
　ポストフィルタヒントＳＥＩメッセージと、
　トーンマッピング情報ＳＥＩメッセージと、
　フレームパッキング配置ＳＥＩメッセージと、
　表示方位ＳＥＩメッセージと、
　ピクチャの構造記述ＳＥＩメッセージと、
　フィールド表示ＳＥＩメッセージと、
　復号されたピクチャハッシュＳＥＩメッセージと、
　アクティブパラメータセットＳＥＩメッセージと、
　サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージと
　のうちの１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ６]　前記ＳＥＩメッセージをコーディングすることは、マルチセッション伝送の
ために前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージをコーディングすることを備え、前記
ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングすることは、前記マルチセッション伝送の
ために前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングすること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ７]　ビデオデータをコーディングするデバイスであって、前記デバイスは、
　アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングし、前記アクセス
単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビデオデータを含み、前記Ｓ
ＥＩメッセージは、前記ビデオデータの特性を定義し、
　前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージのコピーをコーディングする
　ように構成されたビデオコーダを備える、デバイス。
　　[Ｃ８]　前記ビデオコーダは、ビデオ符号器を備え、前記ビデオ符号器は、
　前記アクセス単位内に、復号順序において最初のビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）
ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位の前に前記ＳＥＩメッセージを含め、
　前記アクセス単位内に、復号順序において前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、復号順
序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に、前記ＳＥＩメッセージの前記コピーを含め
、
　前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に含まれる前記ＳＥＩメッセージを符号化し、
　前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、前記最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に含まれる前
記ＳＥＩメッセージの前記コピーを符号化する
　ように構成される、Ｃ７に記載のデバイス。
　　[Ｃ９]　前記ビデオコーダは、ビデオ復号器を備え、前記ビデオ復号器は、
　前記アクセス単位内の、復号順序において最初のビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）
ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号し、
　前記アクセス単位内の、復号順序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号し、
　前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に前記ＳＥＩメッセージを復号し、
　前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号した後、前記最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号す
る前に前記ＳＥＩメッセージの前記コピーを符号化する
　ように構成される、Ｃ７に記載のデバイス。
　　[Ｃ１０]　前記ビデオコーダは、
　前記ＳＥＩメッセージのタイプを判定し、
　前記アクセス単位の時間識別値を判定し、
　前記ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、前記アクセス単位の前記時間識
別値とＳＥＩメッセージの前記タイプとに基づいて判定する
　ように構成され、前記ビデオコーダは、前記ＳＥＩメッセージの前記存在が許容される
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かどうかの前記判定に基づいて前記ＳＥＩメッセージをコーディングするように構成され
る
　Ｃ７に記載のデバイス。
　　[Ｃ１１]　前記ＳＥＩメッセージは、
　バッファリング期間ＳＥＩメッセージと、
　ピクチャタイミングＳＥＩメッセージと、
　パンスキャン長方形ＳＥＩメッセージと、
　フィラペイロードＳＥＩメッセージと、
　登録済みユーザデータＳＥＩメッセージと、
　未登録ユーザデータＳＥＩメッセージと、
　回復点ＳＥＩメッセージと、
　シーン情報ＳＥＩメッセージと、
　フルフレームスナップショットＳＥＩメッセージと、
　プログレッシブリファインメントセグメント開始ＳＥＩメッセージと、
　プログレッシブリファインメントセグメント終了ＳＥＩメッセージと、
　フィルム粒子特性ＳＥＩメッセージと、
　デブロッキングフィルタ表示プリファレンスＳＥＩメッセージと、
　ポストフィルタヒントＳＥＩメッセージと、
　トーンマッピング情報ＳＥＩメッセージと、
　フレームパッキング配置ＳＥＩメッセージと、
　表示方位ＳＥＩメッセージと、
　ピクチャの構造記述ＳＥＩメッセージと、
　フィールド表示ＳＥＩメッセージと、
　復号されたピクチャハッシュＳＥＩメッセージと、
　アクティブパラメータセットＳＥＩメッセージと、
　サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージと
　のうちの１つを備える、Ｃ７に記載のデバイス。
　　[Ｃ１２]　前記ビデオコーダは、マルチセッション伝送のために前記アクセス単位内
で前記ＳＥＩメッセージをコーディングするように構成され、前記ビデオコーダは、前記
マルチセッション伝送のために前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージの前記コピー
をコーディングするように構成される、Ｃ７に記載のデバイス。
　　[Ｃ１３]　前記デバイスは、
　マイクロプロセッサと、
　集積回路と、
　前記ビデオコーダを含むワイヤレス通信デバイスと
　のうちの１つを備える、Ｃ７に記載のデバイス。
　　[Ｃ１４]　ビデオデータをコーディングするデバイスの１つまたは複数のプロセッサ
によって実行された時に、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングさせ、前記アクセ
ス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前記ビデオデータを含み、前記
ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの特性を定義し、
　前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージのコピーをコーディングさせる
　その上に格納された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ１５]　前記１つまたは複数のプロセッサに、
　前記ＳＥＩメッセージのタイプを判定させ、
　前記アクセス単位の時間識別値を判定させ、
　前記ＳＥＩメッセージの存在が許容されるかどうかを、前記アクセス単位の前記時間識
別値とＳＥＩメッセージの前記タイプとに基づいて判定させる
　命令をさらに備え、前記１つまたは複数のプロセッサに前記ＳＥＩメッセージをコーデ
ィングさせる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記ＳＥＩメッセージの
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前記存在が許容されるかどうかの前記判定に基づいて前記ＳＥＩメッセージをコーディン
グさせる命令を備える
　Ｃ１４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ１６]　前記ＳＥＩメッセージは、
　バッファリング期間ＳＥＩメッセージと、
　ピクチャタイミングＳＥＩメッセージと、
　パンスキャン長方形ＳＥＩメッセージと、
　フィラペイロードＳＥＩメッセージと、
　登録済みユーザデータＳＥＩメッセージと、
　未登録ユーザデータＳＥＩメッセージと、
　回復点ＳＥＩメッセージと、
　シーン情報ＳＥＩメッセージと、
　フルフレームスナップショットＳＥＩメッセージと、
　プログレッシブリファインメントセグメント開始ＳＥＩメッセージと、
　プログレッシブリファインメントセグメント終了ＳＥＩメッセージと、
　フィルム粒子特性ＳＥＩメッセージと、
　デブロッキングフィルタ表示プリファレンスＳＥＩメッセージと、
　ポストフィルタヒントＳＥＩメッセージと、
　トーンマッピング情報ＳＥＩメッセージと、
　フレームパッキング配置ＳＥＩメッセージと、
　表示方位ＳＥＩメッセージと、
　ピクチャの構造記述ＳＥＩメッセージと、
　フィールド表示ＳＥＩメッセージと、
　復号されたピクチャハッシュＳＥＩメッセージと、
　アクティブパラメータセットＳＥＩメッセージと、
　サブピクチャタイミングＳＥＩメッセージと
　のうちの１つを備える、Ｃ１４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ１７]　前記１つまたは複数のプロセッサに前記ＳＥＩメッセージをコーディング
させる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、マルチセッション伝送のために
前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージをコーディングさせる命令を備え、前記１つ
または複数のプロセッサに前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングさせる前記
命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記マルチセッション伝送のために前記ア
クセス単位内で前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングさせる命令を備える、
Ｃ１４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ１８]　ビデオデータをコーディングするデバイスであって、
　アクセス単位内の付加拡張情報（ＳＥＩ）メッセージをコーディングするための手段と
、ここにおいて、前記アクセス単位は、少なくとも１つのピクチャを再構成するための前
記ビデオデータを含み、前記ＳＥＩメッセージは、前記ビデオデータの特性を定義する、
　前記アクセス単位内で前記ＳＥＩメッセージのコピーをコーディングするための手段と
　を備えるデバイス。
　　[Ｃ１９]　前記アクセス単位内に、復号順序において最初のビデオコーディングレイ
ヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位の前に前記ＳＥＩメッセージを含
めるための手段と、
　前記アクセス単位内に、復号順序において前記最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、復号順
序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に、前記ＳＥＩメッセージの前記コピーを含め
るための手段と
　をさらに備え、前記ＳＥＩメッセージをコーディングするための前記手段は、前記最初
のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に含まれる前記ＳＥＩメッセージを符号化するための手段を備
え、
　前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングするための前記手段は、前記最初の
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ＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後、前記最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前に含まれる前記ＳＥＩメッ
セージの前記コピーを符号化するための手段を備える
　Ｃ１８に記載のデバイス。
　　[Ｃ２０]　前記アクセス単位内の、復号順序において最初のビデオコーディングレイ
ヤ（ＶＣＬ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を復号するための手段と、
　前記アクセス単位内の、復号順序において最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号するための
手段と
　をさらに備え、前記ＳＥＩメッセージをコーディングするための前記手段は、前記最初
のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に前記ＳＥＩメッセージを復号するための手段を備え
、
　前記ＳＥＩメッセージの前記コピーをコーディングするための前記手段は、前記最初の
ＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号した後、前記最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位を復号する前に前記Ｓ
ＥＩメッセージの前記コピーを符号化するための手段を備える
　Ｃ１８に記載のデバイス。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図５】 【図６】

【図７】



(58) JP 6125643 B2 2017.5.10

10

フロントページの続き

(72)発明者  ワン、イェ－クイ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  坂東　大五郎

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００８／０１８１２２８（ＵＳ，Ａ１）　　
              T. Schierl et al.，Slice Prefix for sub-picture and slice level HLS signalling，Joint 
              Collaborative Team on Video Coding (JCT-VC) of ITU-T SG 16 WP 3 and ISO/IEC JTC 1/SC 2
              9/WG 11 10th Meeting: Stockholm, SE，２０１２年　７月１１日，[JCTVC-J0255]

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　１９／００－１９／９８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

